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•この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。特に｢安全上のご注意｣（7～ 10
ページ）は、ご使用前に必ずお読みいただき、安全にお使いください。お読みになったあとは、
保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。

•保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。
スタンドはオプション機器です。
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このたびはパナソニック「電子黒板」をお買い上げいただき、まことにありがと
うございました。

正しく安全にお使いいただくため、この説明書は次の構成・表記になっています。

■ 本書の構成について

■ 本書の表記について
本書では、安全上または操作上お守りいただきたいことなど、大切な情報を次のマークで表しています。

取扱説明
7～ 95ページ

安全上のご注意や、操作のしかた、アフターサービスなどについて
説明しています。

工事説明
（サービスマン専用）
97～ 115ページ

組み立て時の安全上のご注意や、本体・スタンドの組み立て、壁掛
け工事について説明しています。

安全上、お守りいただきたい注意事項が書かれています。
必ずお読みください。

操作上、お守りいただきたい重要事項や、禁止事項が書かれています。
必ずお読みください。

☞ ○○ ご覧いただきたい参照ページを記述しています。

アース接続は必ず、電源プラグを電源につなぐ前に行ってください。
また、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り離してから行ってください。
アース線接続ができない場合は、お買い上げの販売店に相談してください。
アース工事については、本製品の価格には含まれておりません。

電源プラグは、抜き差しが容易にできる近くのコンセントに接続してください。

この装置は、クラスA 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことが
あります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。  VCCI-A

高調波電流規格　JIS C 61000-3-2 適合品

記憶内容保存のお願い
コンピューターの記憶装置は、使用誤りや静電気・電気的ノイズ・振動・ほこりなどの影響を受けたとき、ま
た故障・修理や使用中に電源が切れたとき記憶内容が変化・消失する場合があります。
ご使用に際しては、取扱説明書に記載された注意書きをよくお読みください。
なお、次のことを必ずお守りください。
●重要な内容は必ずデータをバックアップし保存するか、原紙を保存してください。

お願い

ご使用の前に
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本製品の特徴

本製品は、普通紙対応の通常の電子黒板としてのほかに、プロジェクターモードとホワイトボードモードという２
つのインタラクティブ機能を備えた電子黒板で、以下のように使用することができます。

■ 電子黒板
単体で普通紙対応の電子黒板として、以下の機能が使用できます。
● 最大９枚までの連続複写
● ２段階（標準／濃）濃度調整
● ２画面を１枚に複写する２画面圧縮コピー

■ プロジェクターモード（インタラクティブ機能）

本製品をプロジェクターが接続されたコンピューターに接続し、本製品のスクリーンにコンピューターの画面をプ
ロジェクターで投影して使用します。この使用方法をプロジェクターモードと呼びます。
プロジェクターモードでは、電子ペンのペン先のキャップを付けたままで使用します。
このプロジェクターモードでは、本製品のスクリーンにプロジェクターで投影されたコンピューター画面で、以下
のような操作を行うことができます。

● 電子ペンを使用して、マウスのようにコンピューター画面を操作する。
● 電子ペンや電子イレーサーを使用してコンピューター画面に自由線を描画したり、描画した自由線を消去する。
● 自由線を描画したコンピューター画面をイメージファイルに保存したり、印刷する。
● 自由線を描画・消去した過程を記録し、あとで再生・編集する。

このプロジェクターモードを使用すると、本製品のスクリーンにプロジェクターで投影したコンピューター画面を
見ながら、電子ペンで操作してプレゼンテーション用アプリケーションを起動し、プレゼンテーション用の画面に
コメントを描画したり描画したコメントを消去したりしながら、プレゼンテーションを行うことができます。
また、描画・消去したコンピューター画面をイメージファイルに保存したり、プレゼンテーションの過程を記録し、
あとで再生することができます。
3
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■ ホワイトボードモード（インタラクティブ機能）

本製品をコンピューターに接続して使用し、本製品のスクリーンに電子ペンで描画したり、電子イレーサーで消去
した内容がリアルタイムにコンピューターに表示されます。
この使用方法をホワイトボードモードと呼びます。
ホワイトボードモードでは、電子ペンのペン先のキャップを外して、本製品のスクリーンに実際に描画して使用し
ます。
ホワイトボードモードでは、以下のような操作を行うことができます。

● 黒・赤・青・緑の何れかのインタラクティブ用マーカー（小）をセットした電子ペンを使用して描画した内
容を、コンピューターに表示する。

● 描画した内容を電子イレーサーで消去すると、コンピューターに表示された内容も消去できる。
● 描画した内容をイメージファイルに保存したり、印刷する。
● 描画・消去した過程を記録し、あとで再生・編集する。

このホワイトボードモードを使用すると、本製品のスクリーンに電子ペンで描画したり、電子イレーサーで消去した
内容を会議の議事録としてイメージファイルに保存したり、会議の過程を記録し、あとで再生することができます。

■ コンピューターインターフェース機能

ボードイメージキャプチャーソフトウェア（以下、ボードイメージキャプチャー）を使用して、電子黒板に書いた
文字や図を簡単にコンピューターに読み取り、PDF ファイルに保存することができます。
また、Quick Image Navigator ソフトウェア（以下、Quick Image Navigator）または、 Panasonic Document
Management System ソフトウェア ( 以下、Panasonic-DMS ) で以下の機能を使用することもできます。

● TWAIN ドライバーを使用し、本機で描画した画像をモノクロのイメージとして読み取ることができます。
● 読み取った画像などを管理することができます。
● プリンタードライバーを使用し、コンピューターから本機のプリンターに印刷することができます。

Quick Image Navigator および Panasonic-DMS を使用するには、Web サイトからのダウンロードおよびイン
ストールが必要です。
ソフトウェアの対応OSおよび使用方法については、各ソフトウェアの取扱説明書をご参照ください。
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• IBM と AT は、International Business Machines Corporation の米国あるいはその他の国の商標です。
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• Adobe, Acrobat, Acrobat Reader 及び Reader は、Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）の
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• その他、この説明書に記載されている会社名・商品名は、各会社の商標または登録商標です。

• This software is based in part of the work of the Independent JPEG Group.
• This software is based on the“libtiff” which has the following copyrights:
Copyright (C) 1988-1997 Sam Leffler
Copyright (C) 1991-1997 Silicon Graphics, Inc.
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安全上のご注意　 必ずお守りください
は
じ
め
に

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように
説明しています。

■表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明してい
ます。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」 内容です｡ 

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」 内容です｡ 

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です｡ 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です｡ 

警告
注意

■必ず、アース線接続を行う

漏電した場合は、火災・感電の原
因になります｡

●アース線接続ができない場合は、お買い上げの
販売店に相談してください｡

■コンセントや配線器具の定格を超える
使いかたや、交流 100V 以外での使
用はしない

たこ足配線などで、定格を超えると、
発熱による火災の原因になります｡

■ぬれた手で、電源プラグの抜き差しは
しない

感電の原因になります｡ 

アース線接続

禁　止

ぬれ手禁止

警告
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■電源プラグのほこりなどは定期的に
とる

プラグにほこりなどがたまると、湿気
などで絶縁不良となり、火災の原因に
なります｡

●電源プラグを抜き、乾いた布でふいてくだ
さい｡

■電源コード・電源プラグを破損するよ
うなことはしない
傷つけたり、加工したり、高温部に近づけた
り、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ
たり、重い物を載せたり、束ねたりしない

傷んだまま使用すると、感電・ショー
ト・火災の原因になります｡ 

●コードやプラグの修理は、お買い上げの販売店
に相談してください｡

■電源プラグは根元まで確実に差し込む

差し込みが不完全ですと、感電や発
熱による火災の原因になります｡

●傷んだプラグ・ゆるんだコンセントは使用しな
いでください｡ 

■電源コードを引っぱらず、電源プラグ
を持って抜く

電源コードを傷め、火災・感電の原因
になります｡

■絶対にカバーをはずしたり、分解・改
造をしない

火災・感電の原因になります｡ 

●故障の場合は、電源スイッチを切り、電源プラ
グを抜いて、お買い上げの販売店に修理を依頼
してください｡

■発煙・発熱・異臭・異音などの異常 が
発生した場合は、電源スイッチを切り、
電源プラグを抜く

そのまま使用すると、火災や感電の
原因になります｡ 

●使用を中止し、販売店にご相談ください｡

■異物 ( 金属片・水・液体 ) が機器の内
部に入った場合は、電源スイッチを切
り、電源プラグをコンセントから抜く

そのまま使用すると、火災・感電
の原因になります｡ 

●お買い上げの販売店に連絡してください｡

■マーカーのキャップや乾電池は、乳幼
児の手の届くところに置かない

誤って飲み込むおそれがあります｡ 

●万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに
医師にご相談ください。｡

禁　止

分解禁止
電源プラグ
を抜く

電源プラグ
を抜く

禁　止

警告
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■指定外の乾電池を使ったり、新・旧
乾電池や違う種類の乾電池を混用し
ない

乾電池の発熱によるやけどや、液もれ
の原因になります。

■乾電池の と は正しく入れる

と を間違えて入れると、乾電
池の発熱によるやけどや、液もれの原
因になります。

■使えなくなった乾電池は、すぐ取り出
す

液もれの原因になります。

●液もれが起きた乾電池は使用しないでくださ
い。

●万一、もれた液が身体に付いたら、水でよく洗
い流してください。

■乾電池を充電、ショート、加熱、分解
したり、火の中へ入れない

液もれ・発熱・破裂の原因になります。

●万一、もれた液が目に入ったり、身体に付いた
ら、水でよく洗い流してください。身体に異常
が感じられたら速やかに医師に相談してくだ
さい。

禁　止

禁　止

警告

■サービスマン以外は設置しない
設置の不具合により、けがの原因に
なることがあります。

■設置時または移動後は、キャスターを
ロックする

動いたり、倒れたりして、けがの原因になること
があります。

キャスター
ロック
（下側を押す）

注意

禁　止
9
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■不安定な場所に置かない

倒れたりして、けがの原因になること
があります。

■湿気やほこりの多い場所では使わない

火災・感電の原因になることがありま
す。

■トレイにコップや水などの入った容器
を置かない

水などがこぼれて機器にかかると、火
災・感電の原因になることがありま
す。

■持ち上げたり、寄りかかったりしない

傾いたり、倒れたり、壁からはずれた
りして、けがの原因になることがあり
ます。

■機器を移動させる場合は、必ず電源ス
イッチを切り、電源プラグをコンセン
トから抜く

コードが傷つき、火災・感電の原因
になることがあります｡ 

■倒したり、機器を破損した場合は、電
源スイッチを切り、電源プラグをコン
セントから抜く

そのまま使用すると、火災・感電の
原因になることがあります｡

●お買い上げの販売店に連絡してください。

■連休などで長期間使用しないときは、
電源スイッチを切り、電源プラグをコ
ンセントから抜く

漏電により、火災の原因になること
があります。 

■長期間機器を使用しないときは、機器
から乾電池を取り出す

液もれの原因になることがあります。

禁　止 禁　止

禁　止
禁　止

電源プラグ
を抜く

電源プラグ
を抜く

電源プラグ
を抜く

注意
0
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正しくお使いいただくためのお願い
は
じ
め
に

使用場所に
ついて

• 直射日光の当たる場所や、ストーブ、冷暖房機の吹出口の近くに置かない
でください
（スクリーンフィルム面が伸びたり、変色します）

• 直射日光や強い光の当たる場所に置かないでください
（正しく複写できないことがあります）

• 10℃以下の場所や、急激な温度変化のある場所では使用しないでください
（複写しても写らないことがあります）

スクリーン
フィルム面に
ついて

• 複写可能範囲内に、太く濃く書いてくだ
さい
右図の網掛け部分は複写できません。

• 書いたまま長時間放置しないでください
（消えにくくなります）

• 汚れのひどいイレーサー（黒板消し）で
消さないでください

• 定期的に水にぬらしてよくしぼったやわらかい布で、軽くふいてください
• 落ちにくい汚れには、市販のホワイトボードクリーナーを使用してください
• スクリーンフィルム送り中は、手を触れたり、マーカーで書いたり、イ
レーサー（黒板消し）で消さないでください
（故障の原因になります）

• スクリーン面にチャート用紙を貼りつけてコピーしないでください
（故障の原因になります）

マーカー・
イレーサー
（黒板消し）・
転写フィルム
について

• 性能保持のため、付属品または別売品 ( ☞ 94ページ ) を使用してください
（油性マーカーなど、付属品または別売品以外を使用すると、スクリーンフィルム面
を傷つけたり、消えにくくなることがあります）

• 複写するときは、マーカー（大）で太く濃く書いてください
インタラクティブ用マーカー（小）で書いた線は欠けたりかすれたりする
ことがあります

• 転写フィルムを温度変化の激しい場所（エアコンや暖房機の近くなど）に
置かないでください
（転写フィルムが結露し、印字不良や紙づまりの原因になります）

• 当社指定の転写フィルム（UG-6001)1 本の長さは、約50 mです
転写フィルム1本で約150枚複写できます
（複写枚数は、使用状況によって異なります
また、付属の転写フィルムの長さは約 10 mですので、上記とは異なります）

• マーカーは、水平に保管してください
（上向きに保管すると、インクが出なくなることがあります）

電源コード・
USBケーブル

• 付属の電源コードは本機器専用です。他の機器には使用しないでください
• 機器を移動するときは、電源コードをコンセントとプリンターの電源コネ
クターから、USBケーブルをコンピューターおよび電子黒板のUSBコネ
クターから抜いて束ねてください
（引きずったり踏んだりして、ケーブルを傷つけることがあります）

• 電子黒板をUSBハブに接続すると、動作しないことがあります
• 2台以上の電子黒板を 1台のコンピューターに接続しないでください
（コンピューターの動作が不安定になることがあります）

25 mm

35 mm

25 mm

35 mm複写可能範囲
11
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転写フィルム
の交換につい
て

• 使用済みの転写フィルムは、「プラスチック製品」として地域条例に基づい
て廃棄してください

• 転写フィルムには、複写した内容が白抜きで残ります
（情報の保護のため、使用済みの転写フィルムは、はさみなどで切って廃棄されるこ
とをおすすめします）

電子ペン・電
子イレーサー
について

• インタラクティブ機能使用時に信号発信部を手でおおうと、電子ペンや電
子イレーサーの位置を正常に検出できません

• 電子ペンのペン先や電子イレーサーのクロスを、「ジー」と音がするまでス
クリーンフィルム面にしっかり押しつけ、ゆっくり動かして使用してくだ
さい
ただし、スクリーンパネルにへこみができることがありますので、ペン先
をあまり強く押しつけないでください

• 電子ペンや電子イレーサーは、スクリーンフィルム面に垂直に立てて使用
してください
（傾けて使用すると位置ずれなどの原因になります）

•  誤動作の原因になりますので、複数の電子ペンまたは電子イレーサーを同
時に使用しないでください

•  電子ペンや電子イレーサーが動作するときは、位置を検出するための超音
波を発振して、「ジー」という音がしますが、この音は、人体や周辺機器へ
悪影響をおよぼすことはありません
また、電気的なショックを与えることもありません

プロジェク
ターについて

• プロジェクターを用いて画像を投影し、プレゼンテーションなどを行う場
合、プロジェクターの光が目に入ることがあります
プロジェクターの光を直視すると目を痛める原因となりますので、十分に
ご注意ください

信号発信部
2



正しくお使いいただくためのお願い

は
じ
め
に

UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  13 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
CD-ROMの取り扱い

■CD-ROMの表裏に文字を書いたり、
紙をはらないでください

データが正常に読み取れなくなります。

■信号面に触れないでください
また、持つときは、指紋や傷がつかな
いように持ってください

ラベルのない虹色の面は、データが書き込まれて
いる信号面です。信号面が汚れると、データが正
常に読み取れなくなります。

■長時間直射日光の当たるところや暖房
機などの近くに放置しないでください
CD-ROM が変形し、データが正常に読み取れな
くなります。

■投げたり、曲げたりしないでください
CD-ROM に傷がついたり、変形したりすると、
データが正常に読み取れなくなります。
13
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付属品の確認
以下の付属品がすべてそろっているか、ご確認ください。
万一不足の品がありましたら、お買い上げの販売店にご連絡ください。

※消耗品については、別売品を用意しています。別売品番などの詳細は、☞ 94ページ。
●マーカー（大）とイレーサーは、インタラクティブ機能以外の場合に使用します。

●インタラクティブ用マーカー（小）はペンホルダーにセットして使用します。

本書では、インタラクティブ用マーカー（小）をセットしたペンホルダーを電子ペンと呼びます。
電子ペンと電子イレーサーは、インタラクティブ機能の場合に使用します。

スタンドと壁掛けキットはオプションです。本書では、スタンド付きの電子黒板を例として説明し
ています。

付属品の確認

付
属
品
一
覧

ペンホルダー . . . . . . . . . . . . . . . . . .2
電子イレーサー. . . . . . . . . . . . . . . . .1
電源コード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1
USBケーブル（5 m). . . . . . . . . . . .1
A4テスト用普通紙. . . . . . . . . . . .一式

ソフトウェアCD-ROM. . . . . . . . . . 1
取扱説明書（本書） . . . . . . . . . . . . . 1
壁掛けテンプレート  . . . . . . . . . . . . 1
保証書. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

転写フィルム（10 m巻き） . . . . . . .1
イレーサー（黒板消し）. . . . . . . . . . .1
イレーサークロス
（電子イレーサー用） . . . . . . . . . . . . .2

マーカー（黒・赤・青（大））. . . . 各 1
インタラクティブ用マーカー
（黒・赤・青・緑（小））. . . . . . . . 各 1
乾電池 LR03
（単 4型アルカリ乾電池）. . . . . . . . . 6

消 耗 品 ※
4
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各部のなまえとはたらき
は
じ
め
に

排紙口
複写された記録紙が排出されます。
10枚までためることができます。

（入）

（切）

スクリーンフィルム面

電源用コネクター

電源スイッチ

トレイ

電源コード

給紙カバー
記録紙をセットするとき、
このカバーを開けます。
(☞ 20 ページ）

プリンター部
転写フィルムの取り付け・交換
時や、紙づまりのときに開けま
す。
(☞ 18、24、25ページ )

プリンター部開レバー
このレバーを下げると、
プリンター部が開きます。

コントロールパネル
（☞ 16 ページ）

USBコネクター
（☞ 31 ページ）

ケーブルホルダー

プリンター

スキャナー

電子ペン／
電子イレーサー
位置検出部
15
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コントロールパネルについて

パネル なまえ はたらき

濃度／フィルム
残量表示ランプ

ランプの状態で、複写時の印字濃度や転写フィルムの交換時期（目安）を知
らせます。
消灯時： 印字濃度は標準です。
点灯時： 印字濃度は標準より濃くなります。
点滅時※：転写フィルムの交換時期が近づいています。

（点滅を始めると、残りの複写可能枚数は約 15枚です）
本機をお買い上げの販売店で、別売品（UG-6001）をお求めく
ださい。

※この点滅表示は、いったん電源を切ったり、プリンター部を開閉すると
消えてしまいます。（複写を行うと、再度点滅を始めます）

濃度切替キー キーを押すごとに、複写時の印字濃度を切り替えます。（標準／濃い）

2画面複写キー スクリーンフィルム面の表側、裏側が1枚に複写されます。

マルチコピー／
エラー表示

複写枚数（1 ～ 9）が表示されます。マルチコピー／中止キーを押すごと
に、表示が変化します。
例： 1 →  2 →  … →  9 →  1 →  …

エラー発生時は、エラー状態を表す記号（☞ 92 ページ）が点滅します。

マルチコピー／
中止キー

複数枚複写する場合、マルチコピー／エラー表示に希望枚数が表示されるま
で数回押してください。また、複写を途中で止める場合に押してください。
複数枚複写中の枚数表示は、下の例のように一度0になって1に戻ります。
例： 5 →  4 →  3 →  2 →  1 →  0 →  1
（複写されるごとに、枚数がカウントダウンされます）

複写キー スクリーンフィルム面が複写されます。

正転送りキー スクリーンフィルム面が右から左へ送られます。

濃度／フィルム残量表示ランプ
正転送りキー

マルチコピー／エラー表示
マルチコピー／中止キー

複写キー

濃度切替キー
2画面複写キー
6
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■ 電子ペン（☞ 28ページ）

※プロジェクター機能を使用して、インタラクティブパナボードのスクリーン上でコンピューターの画面を操作す
る場合に、ペンボタンを押しながら操作すると、マウスの右ボタンと同様の機能を使用することができます。

■ 電子イレーサー（☞ 29ページ）

電子ペン・電子イレーサー

ロックレバー

ペンボタン

イレーサーカバー

イレーサークロス
17
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転写フィルムを取り付ける

付属の転写フィルムを本機に取り付けます。

1 電源スイッチを「 I 」（入）にする。

• マルチコピー／エラー表示に、転写フィルムがないことを
表す“ ”が点滅します。

• スクリーンがホーム位置以外の場合は、ホーム位置まで移
動して停止します。

2 プリンター部開レバーを下げ、プリンター部を開
ける。

3 転写フィルムを取り付ける。

1) 転写フィルムの青色ギアを手前右側にする。

2) 青色軸を手前左側の穴に差し込む。

（入）

（切）

プリンター部

プリンター部
開レバー

青色ギア

青色軸
8
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3) 青色ギアを手前右側の溝に取り付ける。

4) 白色軸を奥の左右の溝に取り付ける。

4 転写フィルムのたるみを取り除いて、プリンター部
を閉める。

1) 青色ギアを矢印方向に回し転写フィルムのたるみ
を巻き取る。

• たるみがあると、転写フィルムにしわができ、記録紙に印
字抜けや線がでることがあります。

2) 両手でプリンター部を「カチッ」と音がするまで
しっかり閉める。

• マルチコピー／エラー表示の“ ”の点滅が消えます。

• プリンター部を閉めても“ ”の点滅が消えないときは、
転写フィルムにたるみがあるか、正しく取り付けられてい
ません。
転写フィルムのたるみおよび正しく取り付けられているか
を見直してください。

• プリンター部が閉まっていないと正しく複写できませんの
で、両方のラッチが掛かっていることをたしかめてくだ
さい。

青色ギア

白色軸

青色ギア

ラッチ

お願い
19
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記録紙をセットする

記録紙（A4サイズのみ）は、64 g/m2 の用紙で50枚までセットすることができます。
初めて本機を使用するときや、マルチコピー／エラー表示に、記録紙がないことを表す“ ”が点滅しているとき
は、以下の手順で記録紙をセットしてください。

1 電源スイッチを「 I 」（入）にする。

• マルチコピー／エラー表示に、記録紙がないことを表す
“ ”が点滅します。
• スクリーンがホーム位置以外の場合は、ホーム位置まで移
動して停止します。

2 給紙カバーを左図のように手前に引いて開ける。

本機での複写を正しく、円滑に行うために、以下のことをお守りください。

• 記録紙は、必ずA4サイズのコピー用紙（60～ 90 g/m2）を使用してください。

• 種類や厚さの異なる用紙を同時にセットしないでください。
（紙づまりの原因になります）

• 記録紙を追加するときは、いったん、本機の給紙カバー内に残っている記録紙をすべて取り出して
ください。（記録紙を取り出すときに少し抵抗がかかりますが、そのまま引き抜いてください）取り
出した記録紙は、追加する記録紙と合わせてよくさばき、まっすぐそろえてセットしてください。

• 極端に滑らかな用紙や光沢のある用紙
• コート紙
• 感熱紙
• 折り目やしわのある用紙
• 片面が印刷されている用紙（裏紙）、など

以下のような紙は使用しないでください

記録紙セット時のお願い

（入）

（切）
0
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3 重送などによる紙づまり防止のため、記録紙をさば
き、まっすぐにそろえてから、内側のガイドに沿っ
て奥まで入れる。

• マルチコピー／エラー表示に“ ”が点灯します。

• 記録紙は、必ずA4サイズのコピー用紙（60～90 g/m2）
を使用してください。

• 記録紙は、ガイド上の記録紙の上限（左図参照）を超えな
いようにセットしてください。（64 g/m2用紙で約50枚）
（上限を超えると紙づまりの原因になります）

4 給紙カバーを「カチッ」と音がするまで閉める。

• 給紙カバーが閉まっていないと給紙できませんので、複写
時は、必ず給紙カバーをしっかり閉めてください。

ガイド

記録紙の上限

お願い

お願い
21
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複写（コピー）する

スクリーンフィルム面上に書かれた文字やイラストを複写します。

1 電源スイッチを「 I 」（入）にする。

• マルチコピー／エラー表示に“ ”が点灯すれば複写でき
ます。

• スクリーンがホーム位置以外の場合は、ホーム位置まで移
動して停止します。

2 複写キー を押す。

• スクリーンフィルム面上の文字やイラストが複写され、
排紙口に排出されます。

• 排紙口には、10枚まで記録紙をためることができます。
（10枚を超えると紙づまりの原因になります）
• 複数枚複写や、2画面複写などの詳細は、☞ 23 ページ。

• 本機で複写した用紙を裏紙として、本機や他のコピー機
またはプリンターで使用しないでください。
（機器のローラーが汚れて、印字品質が低下したり、紙づ
まりや用紙汚れの原因になります）

• 本機でプリントした記録紙の印字面を下にして、上から
文字を書かないでください。印字面のインクが下のテー
ブルや紙に写ります。

• 複写するときは、マーカー（大）で太く濃く書いてくださ
い。インタラクティブ用マーカー（小）で書いた線は欠け
たりかすれたりすることがあります。

• 黄色系統の色の文字やイラストは、複写できません。

（入）

（切）

排出された用紙

お願い
2
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複写の種類と操作手順について

複写の種類 操作手順

表側のスクリーン
フィルム面を複写

（複写）を押す

裏側のスクリーン
フィルム面を複写

（正転送り）を押して、複写したいスクリーンフィルム面を表
側に移動させる
（複写）を押す

複数枚複写
(9 枚まで） 

（マルチコピー）で複写枚数（1～ 9）を選択する
（複写）を押す

• 途中で止めたいときは、 （マルチコピー）を押す

2画面複写
• スクリーンの表側と
裏側を1枚に複写
します

（2画面複写）を押す

2画面複写

表側 裏側
23
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転写フィルムを交換する

濃度／フィルム残量表示ランプが点滅を始めると、残りの複写可能枚数は約15枚です。
さらに、マルチコピー／エラー表示に“ ”が点滅すると、転写フィルム切れで複写できなくなります。
本機をお買い上げの販売店で別売の転写フィルム（UG-6001）をお求めのうえ、以下の手順で交換してくだ
さい。

1 プリンター部開レバーを下げてプリンター部を開
け、両手で転写フィルムを取り出す。

2 18～ 19ページの「転写フィルムを取り付ける」の
手順3と4を行う。

• プリンター部を閉めても“ ”の点滅が消えないときは、
転写フィルムにたるみがあるか、正しく取り付けられてい
ません。
転写フィルムのたるみおよび正しく取り付けられているか
を見直してください。

• プリンター部が閉まっていないと正しく複写できませんの
で、両方のラッチが掛かっていることをたしかめてくだ
さい。

• 転写フィルムは、必ず当社指定の別売品（UG-6001）を使用してください。
（指定以外の転写フィルムを使用すると、印字品質の低下や故障の原因になります）

• 転写フィルムは使い捨てです。使用済みの転写フィルムは、「プラスチック製品」として地域条例に
基づいて廃棄してください。

• 転写フィルムには、複写した内容が白抜きで残ります。情報の保護のため、使用済みの転写フィル
ムは、はさみなどで切って廃棄されることをおすすめします。

転写フィルム交換時のお願い

プリンター部
開レバー

お願い
4
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記録紙が詰まったとき
使

う

記録紙が排紙口から出てこないときや、マルチコピー／エラー表示に紙づまりを表す“ ”が点滅しているとき
は、以下の手順で詰まった用紙を取り除いてください。

1 プリンター部開レバーを下げ、プリンター部を開
ける。

2 転写フィルムを両手で取り出す。

3 詰まった用紙をすべて取り除く。

プリンター部
開レバー

詰まった用紙
25



記録紙が詰まったとき

2

UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  26 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
4 転写フィルムを取り付ける。

• 18～ 19ページの「転写フィルムを取り付ける」の手順3
と 4を参照してください。

• マルチコピー／エラー表示の“ ”の点滅が消えます。

• プリンター部を閉めても“ ”の点滅が消えないときは、
転写フィルムにたるみがあるか、正しく取り付けられてい
ません。
転写フィルムのたるみおよび正しく取り付けられているか
を見直してください。

• プリンター部が閉まっていないと正しく複写できませんの
で、両方のラッチが掛かっていることをたしかめてくだ
さい。

以上の手順を行っても“ ”の点滅が消えないときは、正常に給紙されていない可能性があります。
次の手順にしたがって、再度記録紙をセットしてください。

1 電源スイッチを「 O 」（切）にする。

2 給紙カバーを開け、給紙カバー内に残っている記録
紙をすべて取り出す。

• 記録紙を取り出すときに少し抵抗がかかりますが、そのま
ま引き抜いてください。

お願い

（入）

（切）

お願い
6
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3 重送などによる紙づまり防止のため、記録紙をさば
き、まっすぐにそろえてから、内側のガイドに沿っ
て奥まで入れる。

• 記録紙は、ガイド上の記録紙の上限（左図参照）を超えな
いようにセットしてください。（64 g/m2用紙で約50枚）
（上限を超えると、紙づまりの原因になります）

4 給紙カバーを「カチッ」と音がするまで閉める。

• 給紙カバーが閉まっていないと給紙できませんので、複写
時は、必ず給紙カバーを閉じてください。

5 電源スイッチを「 I 」（入）にする。

• マルチコピー／エラー表示に“ ”が点灯すれば複写でき
ます。

• スクリーンがホーム位置以外の場合は、ホーム位置まで移
動して停止します。

ガイド

記録紙の上限

お願い

お願い

（入）

（切）
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電子ペン／電子イレーサーの組み立て
1 ペンホルダーの電池カバーを外して左図のように乾
電池を挿入し、電池カバーを取り付ける。

• 乾電池は必ず単４形アルカリ乾電池を使用し、 の
方向を間違えないように挿入してください。

• 乾電池を交換する場合は、新旧や異種の乾電池を混用しな
いでください。

2 輸送用キャップを外したあと、キャップとアダプ
ターを、インタラクティブ用マーカーに取り付ける。

• アダプターはインタラクティブ用マーカーに奥までしっか
り取り付けてください。

• キャップと反対側に付いている、マーカーの色識別キャッ
プは外さないでください。

3 ペンホルダーレバーをリリースの位置に回し、イン
タラクティブ用マーカーを挿入したあとペンホル
ダーレバーをロックの位置に戻す。

• マーカーをペンホルダーに入れて、「ジー」と音がするま
で奥に押しつけながら、ペンホルダーレバーをロックして
ください。
奥まで挿入しないと、マーカーの色検出が正常にできない
ことがあります。

• コンピューターの画面上に不要な線が表示される原因にな
りますので、インタラクティブ機能を使用している間は、
インタラクティブパナボードのそばでマーカーを取り付け
ないでください。

• ジー音が聞こえるまで、電子ペンをスクリーンフィルムにしっかりと押さえつけて操作してください。
• 電子ペンはスクリーンに垂直に立てて使用してください。傾けて使用すると位置ずれの原因になります。

電子ペンの組み立て

2

3
1

電池カバー

ペンホルダー

2
3

1

輸送用
キャップを外す

インタラクティブ用
マーカー

色識別
キャップ

アダプター
キャップ

2 - 3 mm

2
3

1

インタラクティブ用
マーカー

挿入 ロック

リリース

ペンホルダーレバー

お願い
8
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1 イレーサーカバーを外して右図のように乾電池を挿
入し、イレーサーカバーを取り付ける。

• 乾電池は必ず単４形アルカリ乾電池を使用し、  の
方向を間違えないように挿入してください。

• 乾電池を交換する場合は、新旧や異種の乾電池を混用しな
いでください。

•  ジー音が聞こえるまで、電子イレーサーのイレーサークロス部分をスクリーンフィルムにしっかりと押さ
えつけて操作してください。

1 クロス上部の穴よりイレーサークロスを押して外す。

2 新しいイレーサークロスのふちの全周を、下から
かちっと音がするまで押して、電子イレーサーに
はめ込む。

電子イレーサーの組み立て

イレーサークロスの交換

2

3

1

4

イレーサーカバー

電子イレーサー

お願い

押す

穴

イレーサークロス

新しい
イレーサークロス
29
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ドライバー／ソフトウェアのインストール

インタラクティブ機能、ボードイメージキャプチャー、Quick Image Navigator、Panasonic-DMS、プリン
ターや TWAIN ドライバーを使用するには、ドライバーとソフトウェアをお使いのコンピューターにインストール
する必要があります。

*1 本機は Hi-Speed USB 2.0 に対応していません。お使いのコンピューターがHi-Speed USB 2.0 に対応していても、
本機は Full Speed USB 2.0 で動作します。

*2 Windows 98 の正式名称は、Microsoft® Windows® 98 operating system です。
*3 Windows Me の正式名称は、Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system です。
*4 Windows 2000 の正式名称は、Microsoft® Windows® 2000 operating system です。
*5 Windows XP の正式名称は、Microsoft® Windows® XP operating system です。
*6 Windows Vista の正式名称は、Microsoft® Windows Vista® operating system です。
*7 Windows 7 の正式名称は、Microsoft® Windows® 7 operating system です。

• この必要条件は、すべてのオペレーティングシステム、同梱アプリケーションソフトウェアが推奨する条件
を満たすものではありません。

• Windows Vista Home Basic 64 ビット版では、スクリーンキーボード機能には対応していません。
• Windows Vista 64 ビット版および Windows 7 64 ビット版では、オリジナルキーボード機能には対応し
ていません。

付属の CD-ROMには以下のものが含まれています。
• USBドライバー
• プリンタードライバー
プリンタードライバーを使用して、コンピューターでご使用のアプリケーションソフトウェアから電子黒板の
プリンターに印刷することができます。

• TWAIN ドライバー
• ボードイメージキャプチャー
ホワイトボードに書いた文字や図を簡単にコンピューターに読み取り、PDF ファイルに保存することができます。

• インタラクティブソフト
インタラクティブ機能を使用するには、インタラクティブソフトをインストールする必要があります。このソ
フトウェアは TWAIN ドライバーを使用しているときは使用することができません。

• 電子黒板の取扱説明書

• 「メニュー」画面には、Quick Image Navigator、Panasonic-DMS および Adobe® Reader®をダウ
ンロードするインターネットサイトへのリンクボタンがあります。

コンピューターのシステム環境

コンピューター CD-ROMドライブが使用可能な IBM® PC/AT®互換機

CPU Pentium® II以上のプロセッサ

インターフェース USB 2.0 / USB 1.1*1

オペレーティングシステム
Windows® 98*2 / Windows Me*3 / Windows 2000*4 / Windows XP*5 / 
Windows Vista®*6 / Windows 7*7
※Windows XP 64 ビット版では動作しません。

メモリ 128 MB以上（Windows 98 / Windows Me）
256 MB以上（Windows 2000 / Windows XP / Windows Vista / Windows 7）

ハードディスク 200 MB以上の空き容量（画像を保存する領域を除く）

CD-ROMの内容

お知らせ
0
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電子黒板とコンピューターをUSBケーブルで接
続する場合、下記の点にご注意ください。
• コンピューターにUSBドライバー、プリンター
ドライバー、TWAIN ドライバーをインストー
ルした後、USBケーブルを接続してください。
（詳しくは「ドライバー／インタラクティブ ソ
フト／ボードイメージ キャプチャーのインス
トール」をご参照ください。）

• USBハブを使用しないでください。USBハブ
を使用した場合、誤動作を起こす可能性があり
ます。

• 2台以上の電子黒板を1台のコンピューターに
接続しないでください。
（コンピューターの動作が不安定になることがあ
ります。）

• 本製品に付属のUSBケーブルをご使用ください。

PCインターフェース機能を使用するために、以
下の手順に従ってコンピューターにUSBドライ
バー、プリンタードライバー、TWAIN ドライ
バー、インタラクティブソフト、ボードイメージ
キャプチャーをインストールしてください。

• USBケーブルの接続を指示する画面が表示
されるまでは、USBケーブルを接続しない
でください。

1 コンピューターの電源を入れ、
Windows*1 を起動する。
• Windows 2000 / Windows XP / 
Windows Vista / Windows 7 をご使用の
場合は、管理者権限（Administrator) でロ
グオンしてください。

*1 Windowsの正式名称は、Microsoft® Windows®

operating systemです。

コンピューターとの接続

ドライバー／インタラクティブ
ソフト／ボードイメージ
キャプチャーのインストール

お願い
2 付属のCD-ROMをCD-ROMドライブに
セットする。
• セットアップ画面が表示されます。
• セットアップ画面が表示されない場合は、エ
クスプローラーからCD-ROMを選び、
Menu.exe をダブルクリックしてください。

• Windows Vista / Windows 7 で自動再生
のダイアログボックスが表示される場合に
は、Menu.exe の実行をクリックしてくださ
い。

3「ようこそ」画面が表示されたら、
［次へ］をクリックする。

4［パナボードソフトウェア インストール］
をクリックする。

• Windows Vista でユーザーアカウント制御
のダイアログが表示された場合、[ 続行 ]を
選択してインストールを続けてください。

• Windows 7 でユーザーアカウント制御のダ
イアログが表示された場合、［はい］を選択
してインストールを続けてください。

• 付属のCD-ROM 内の取扱説明書を閲覧する
ためには、お使いのコンピューターに
Adobe Reader またはAcrobat® Reader
がインストールされている必要があります。
お使いのコンピューターがインターネットに
接続されていればAdobe のウェブサイトか
らダウンロードすることができます。

5“使用許諾契約”の内容に同意される場
合、［はい］をクリックする。
31
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6 以下の画面が表示されたら、電子黒板と
コンピューターからUSB ケーブルをは
ずし、［OK］をクリックする。

• Windows Vista / Windows 7 で「ドライ
バーソフトウェアの発行元を検証できませ
ん。」のメッセージが表示された場合、「この
ドライバーソフトウェアをインストールしま
す」を選択してインストールを続けてくださ
い。

• Windows 98 / Windows Meをご使用の場
合、オペレーティングシステムインストール
用のCD-ROM、あるいはフロッピーディス
クが必要となる場合があります。

• 再起動を促す画面が表示される場合は、再起
動してください。

7 ファイルのコピーが終了し下の画面が表
示されたら、電子黒板の電源を入れ、電
子黒板とコンピューターを付属のUSB
ケーブルで接続する。
2

8 ウィザード画面が表示されたら、画面の
指示に従ってインストールを続ける。
• Windows XPをご使用の場合、プリンター
ドライバー用のファイルを選択するウィザー
ドが表示されますので
「windows\inf\oem##.inf」を選択してくだ
さい。

• Windows XP SP2 をご使用の場合、
Windows Update への接続ウィザードが表
示されますので［いいえ］を選択してくださ
い。

• Windows 2000またはWindows XP をご
使用の場合、警告ダイアログが表示されます
ので [ はい ]もしくは [ 続行 ]を選択してく
ださい。Windows Vista / Windows 7 の
場合は、自動的に実行されます。

• 新しいハードウェアの検出ウィザードは、オ
ペレーティングシステムによっては複数回表
示されます。

• Windows 98 / Windows Meをご使用の場
合、オペレーティングシステムインストール
用のCD-ROM、あるいはフロッピーディス
クが必要となる場合があります。

9 インストールが終了したら、［OK］をク
リックする。
• プログラムメニューの[Panasonic]に[イン
タラクティブパナボード ] と [ ボードイメー
ジキャプチャー ]グループが登録されます。

• Windows 2000 / Windows XP / 
Windows Vista / Windows 7 をご使用の
場合、インストールが完了して［終了］をク
リックしたときに、電子黒板の電源が入って
いてUSBケーブルが接続されていると、イン
タラクティブソフトが自動で起動されます。
（詳細は、36 ページの「インタラクティブソ
フトを起動する」をご参照ください。）

お知らせ
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ご使用のOSを確認の上、以下のソフトウェアを
インストールしてください。
Windows 2000 / Windows XP / Windows 
Vista / Windows 7の場合：　Quick Image 
Navigator
Windows 98 / Windows Me の場合：　
Panasonic-DMS
Panasonic-DMS がすでにインストールされて
いる場合は、上書きインストールしてください。

1 コンピューターの電源を入れ、
Windows を起動する。
• Windows 2000 / Windows XP / 
Windows Vista / Windows 7 をご使用の
場合は、管理者権限（Administrator）でロ
グオンしてください。

2 付属のCD-ROMをCD-ROMドライブに
セットする。
• セットアップ画面が表示されます。
• セットアップ画面が表示されない場合は、エ
クスプローラーからCD-ROMを選び、
Menu.exe をダブルクリックしてください。

• Windows Vista / Windows 7 で自動再生
のダイアログボックスが表示される場合に
は、Menu.exe の実行をクリックしてくださ
い。

3“ようこそ”画面が表示されたら、［次へ］
をクリックする。

4［Quick Image Navigator ダウンロー
ド］をクリックする。

Quick Image Navigator ／
Panasonic-DMSのインストール
• Quick Image Navigator、Panasonic-
DMS をダウンロードするには、お使いのコ
ンピューターがインターネットに接続されて
いる必要があります。

5 Quick Image Navigator および
Panasonic-DMS ダウンロード用の
Web サイトが表示されたら、必要な
Quick Image Navigator か
Panasonic-DMS をダウンロードし、
実行する。

6 画面の指示にしたがってインストールする。

7 インストールが終了したら、Windows 
を再起動する。
• Quick Image Navigator または
Panasonic-DMS の使用方法については、
Quick Image Navigator または 
Panasonic-DMS 取扱説明書をダウンロー
ドし、ご覧ください。

• Quick Image Navigator または 
Panasonic-DMS 取扱説明書を閲覧するた
めには、お使いのコンピューターにAdobe 
Reader またはAcrobat Reader がインス
トールされている必要があります。
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USBドライバー、プリンタードライバー、
TWAIN ドライバー、インタラクティブソフト／
ボードイメージキャプチャー／Quick Image 
Navigator を削除する必要がある場合は、以下の
手順に従ってください。

1 コンピューターの電源を入れ、
Windows を起動する。

• Windows 2000 / Windows XP / 
Windows Vista / Windows 7 をご使用の
場合は、管理者権限（Administrator）でロ
グオンしてください。

2［コントロールパネル］の［アプリケー
ションの追加と削除］を選択する。
（Windows XP の場合は、［プログラム
の追加と削除］を選択します。）
（Windows Vista / Windows 7 の場合
は、［プログラムのアンインストール］を
選択します。）

3 以下から削除するソフトウェアを選択し、
削除する。
USB ドライバー、TWAIN ドライバーおよび
インタラクティブソフトを削除する場合：
「Panaboard UB-8 ソフトウェア」
ボードイメージキャプチャーを削除する場合：
「Panasonic ボードイメージキャプチャー」
Quick Image Navigator を削除する場合：
「Panasonic Quick Image Navigator」

4 画面の指示に従って操作する。

5 操作が終了したら、コンピューターを再
起動する。

ドライバー／インタラクティブ
ソフト／ボードイメージ
キャプチャー／Quick Image 
Navigator を削除するには
4

インストールした Panasonic-DMSを削除する
必要がある場合は、以下の手順に従ってください。

1 コンピューターの電源を入れ、
Windows を起動する。

2 Windows の［スタート］をクリックし、
［プログラム］ｰ［Panasonic］ｰ
［Panasonic Document 
Management System］ｰ
［アンインストール］をクリックする。

3［OK］をクリックする。
4 操作が終了したら、コンピューターを再
起動する。

Panasonic-DMSを削除するには
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プロジェクターモードで使用する
使

う

• プロジェクターを用いて画像を投影する場合は、インタラクティブパナボードのスクリーンに対して左右はほ
ぼ中央に、上はスクリーン枠から 50㎜以上空けて画像を映してください。スクリーンの上から 50㎜以内、ス
クリーンの両側から 35㎜以内、位置検出部から 100㎜以内は電子ペンが正しく動作しないことがあります。

• 投影される画像が台形になっていると電子ペンの位置ずれの原因になります。投影される画像が長方形にな
るようにプロジェクターを調整してください。

• プロジェクターを用いてインタラクティブパナボードのスクリーンに画像を投影した場合、見る角度や位置
によってはプロジェクターの光源が反射して、スクリーン上の画像が見えにくくなることがあります。その場
合は、プロジェクターの設置位置を調整するか見る場所を変えてください。

• プロジェクターを用いてコンピューターの画面を投影する場合、プロジェクターとコンピューターの解像度
設定を最適にしてお使いください。
最適な設定になっていない場合、見えにくくなることがあります。特にプロジェクターの解像度がコンピュー
ターの解像度より低い場合は、インタラクティブパナボードのスクリーン上の画像の細い線が切れて見えるこ
とがあります。

• プロジェクターを用いて画像を投影している場合は、以下のような原因により投影位置がずれると電子ペン
の位置ずれが発生します。この場合は、再度スクリーンとの位置合せのためにキャリブレーション作業が必要
となります。（キャリブレーションの方法に関しては、☞ 36ページ）
- プロジェクターの設置位置を変更した場合
- インタラクティブパナボードの位置を変更した場合
- プロジェクターのズーム機能などを使用して投影範囲・位置などを変更した場合
- プロジェクターまたはコンピューターの表示解像度を変更した場合
特に、スタンドに取り付けたインタラクティブパナボードに不用意にぶつかってしまったような場合でも、イ
ンタラクティブパナボードの位置がずれてしまいますのでご注意ください。また、スタンドのキャスターは必
ずロックした状態でご使用ください。

• プロジェクターを用いて画像を投影し、プレゼンテーションなどを行う場合、プロジェクターの光が目に入
ることがあります。プロジェクターの光を直視すると目を痛める原因となりますので、十分にご注意くださ
い。

プロジェクターを使用する場合のお知らせとお願い

50 mm

100 mm

100 mm

35 mm

35 mm

位置検出部

位置検出部
インタラクティブ上限マーク

インタラクティブ
上限マーク

スクリーンフィルム
プロジェクター

網掛け部分は使用しないでください。
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1 インタラクティブパナボードの電源を入
れる。

2 コンピューターの電源を入れ、
Windows を起動する。

3 Windows 2000 / Windows XP / 
Windows Vista / Windows 7 :
電子黒板とコンピューターをUSBケー
ブルで接続する。
• インタラクティブソフトが自動で起動されま
す。

Windows 98 / Windows Me :
［スタート］をクリックし、［プログラム］
ｰ［Panasonic］ｰ［インタラクティブパ
ナボード］ｰ［インタラクティブパナボー
ド］をクリックする。
• インタラクティブパナボードが検出されたこ
とを示す画面が表示されます。

• 電子黒板操作パネルを表示している場合、イ
ンタラクティブソフトを起動できません。電
子黒板操作パネルを閉じた後、再度インタラ
クティブソフトを起動してください。（☞ 81
ページ）

• USBケーブル接続時、インタラクティブソ
フトが自動で起動しない設定に変更するに
は、以下の操作を行ってください。
(1)電子黒板とコンピューターをUSBケーブ
ルで接続する

(2)［スタート］をクリックし、［設定］-［コン
トロールパネル］をクリック後、［スキャナ
とカメラ］アイコンをダブルクリックする。
•Windows XP では、［スタート］をク
リックし、［コントロールパネル］をク
リックします。

•Windows Vista では、［スタート］をク
リックし、［コントロールパネル］をク
リック後、［ハードウェアとサウンド］を
クリックします。

•Windows 7 では、［スタート］をク
リックし、［デバイスとプリンター］をク
リックします。

インタラクティブソフトを起動する

お知らせ
6

(3)［Panaboard-UB8 USB Device 
Driver］アイコンをダブルクリックし、
［イベント］タブの［デバイスのイベント
を実行しない］チェックボックスをチェッ
クする。
•Windows 7 では [Panaboard UB-8 
(A4)] アイコンを右クリックし、［スキャ
ン プロパティ］をクリックします。ユー
ザーアカウント制御のダイアログが表示
された場合、［はい］を選択します。

インタラクティブソフトを起動するには、
［スタート］をクリックし、［プログラム］ｰ
［Panasonic］ｰ［インタラクティブパナボー
ド］ｰ［インタラクティブパナボード］をク
リックする。
（Windows XP / Windows Vista / 
Windows 7では、［プログラム］ではなく
［すべてのプログラム］）

4［OK］をクリックする。
• 「モード選択」画面が表示されます。

5［プロジェクター］アイコンをクリック
し、［OK］をクリックする。
• 「キャリブレーション」画面が表示されます。
• インタラクティブパナボードとプロジェク
ターが動かないように固定されている場合、
［前回のキャリブレーション情報を使用する］
チェックボックスをチェックして以降のキャ
リブレーションをスキップすることができま
す。デスクトップの解像度が前回と異なる場
合は、正しく機能しません。その場合は、
チェックせずにキャリブレーションを実行し
てください。
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6 コンピュータ画面の位置のキャリブレー
ションを実行するには、指定される４隅
のポイントの中央を図の順番に、電子ペ
ンで約２秒間押し当てる。

• 指定するポイントへの電子ペンによる押し当
てが正しく終了すると、自動的に次のポイン
トに移動します。

• キャリブレーションが正常に終了すると、終
了を知らせるメッセージボックスが表示さ
れ、電子ペンをマウスとして使うことができ
ます。

• キャリブレーションが終了しプロ
ジェクターモードが使用可能にな
ると、タスクバーに  アイコン
が表示され、デスクトップ描画
ツールが自動的に表示されます。

[ デスクトップ描画ツール ]

34

21
• インタラクティブパナボードが検出できない
場合は、検出できなかったことを通知する画
面が表示されます。

この場合には、インタラクティブパナボード
の状態、USBケーブルの接続を確認してく
ださい。
通信ポートの設定に関しては、38 ページの
「通信ポートを設定する」をご参照ください。
• インタラクティブパナボードを接続しない
で、インタラクティブソフトを起動する場合
は、検出できなかったことを通知する画面の
［オフライン］をクリックします。
オフライン状態では、プロジェクターモード
またはホワイトボードモードでファイルに記
録した内容を再生・編集することができま
す。

• マウスカーソルがタスクバーの アイコン
上に位置したときに表示されるツールチップ
テキストで、現在のモードを判断することが
できます。
- プロジェクターモード時：“インタラクティ
ブパナボード（プロジェクター）”
- ホワイトボードモード時 : “インタラク
ティブパナボード（ホワイトボード）”

■インタラクティブソフトを終了する

タスクバーの アイコンを右クリックし、
ポップアップメニューの［終了］をクリック
する。

お知らせ
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タスクバーに登録された アイコンを右クリックす
るとポップアップメニューが表示されます。
ポップアップメニューでは次のような操作を行うこと
ができます。

モード選択 ...：（☞ 38ページ）
プロジェクターモード／ホワイトボードモードを
切り替えることができます。

キャリブレーション：（☞ 36ページ）
キャリブレーションを行います。（プロジェクター
モードのみ）

ツール：（☞ 43ページ）
描画： （☞ 43ページ）
デスクトップ描画ツールを表示します。
スクリーンキーボード：（☞ 47ページ）
スクリーンキーボードを表示します。
ビューウィンドウ：（☞ 43ページ）
ビューウィンドウを表示します。

設定：
通信ポート ...： （☞ 38ページ）
インタラクティブパナボードとの通信ポートを設
定します。
調整 ...： （☞ 39ページ）
電子ペンまたは電子イレーサーの位置ずれを改善
するように調整します。
オプション ...： （☞ 40ページ）
インタラクティブソフトのオプションを設定する
ことができます。

ヘルプ ...： 
インタラクティブソフトのヘルプを表示します。

バージョン情報 ...： 
インタラクティブソフトのバージョン情報を表示
します。

終了： 
インタラクティブソフトを終了します。

ポップアップメニュー構成
8

■モードを切り替える

インタラクティブソフトを起動中は、プロジェクター
モードとホワイトボードモードを自由に切り替えるこ
とができます。

1 タスクバーの アイコンを右クリック
し、ポップアップメニューの［モード選
択 ...］をクリックする。
または、タスクバーのアイコンをダブル
クリックする。
• 「モード選択」画面が表示されます。

2 使用するモードにより、［プロジェク
ター］または［ホワイトボード］ボタン
をクリックし、［OK］をクリックする。

• プロジェクターモードに切り替えた場合は、
一度キャリブレーションが正常に行われてい
れば自動的にはキャリブレーション画面は表
示されませんので、必要に応じてキャリブ
レーションを行ってください。

• ホワイトボードモードに切り替えた場合は、
自動的にホワイトボードウィンドウが表示さ
れます。

■通信ポートを設定する

インタラクティブパナボードと通信を行うために通信
ポートを設定します。

1 タスクバーの アイコンを右クリック
し、ポップアップメニューの［設定］-
［通信ポート ...］をクリックする。

• 「通信ポート」画面が表示されます。

お知らせ
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2 インタラクティブパナボードと接続され
えた通信ポートを自動的に検出する場合
は、自動検出の［スタート…］をクリッ
クする。リストから通信ポートを手動で
選択する場合は、［ポート］ボックスの右
側にある下向き矢印をクリックして、リ
ストから選択する。

3［OK］をクリックする。

• USBなしの旧タイプのインタラクティブパ
ナボードをお使いの場合は、COMポートを
選択することができます。

お知らせ
■位置ずれを調整する

インタラクティブパナボードを使用する環境などによ
り、電子ペンまたは電子イレーサーの位置ずれが大き
くなることがあります。この場合は、以下の手順で調
整を行うと位置ずれを改善することができます。

1 タスクバーの アイコンを右クリック
し、ポップアップメニューの［設定］-
［調整 ...］をクリックする。

• 「調整」画面が表示されます。

2 電子ペンをインタラクティブパナボード
のスクリーン中央最上部のフレームに
沿って押しつけ、縦方向に約 100㎜ゆっ
くりとドラッグする。
• 正常に調整されると、「調整」画面に調整終
了メッセージが表示され、［キャンセル］が
［OK］に変わります。

3［OK］をクリックする。

• 正確な調整のために、電子ペンはインタラク
ティブパナボードのスクリーンフィルム面に
対して垂直に立てて調整してください。電子
ペンをななめにして調整すると位置ずれなど
の原因になります。

• 調整を中止する場合には、コンピューターの
マウスで［キャンセル］をクリックしてくだ
さい。

お知らせ
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■オプションを設定する

インタラクティブソフトのオプションを設定します。

1 タスクバーの アイコンを右クリック
し、ポップアップメニューの［設定］-
［オプション ...］をクリックする。

• 「オプション」画面が表示されます。

2 必要に応じて、以下のオプションを設定する。

•プロジェクターモード開始時にデスクトップ
描画ツールを表示する：
選択されていると、プロジェクターモードを
開始したときに、自動的にデスクトップ描画
ツールを表示します。

•印刷用紙の方向に合わせて印刷イメージを回
転する：
選択されていると、インタラクティブパナ
ボードのプリンターで設定された用紙方向に
合わせて、画像を回転して印刷します。

•オリジナルキーボード： 
インタラクティブソフトのオリジナルキー
ボードを仮想的なキーボードとして使用しま
す。（☞ 47 ページ）

•Windows キーボード： 
Windows に付属のスクリーンキーボードを仮
想的なキーボードとして使用します。
（☞ 47ページ）
※Windows 98 / Windows Vista Home 
Basic / Windows 7 Starter では、
Windows キーボードは使用できません。
0

※Windows Vista Home Basic 64 ビット
版では、スクリーンキーボード機能には対
応していません。

※Windows Vista 64 ビット版および 
Windows 7 64 ビット版では、オリジナ
ルキーボード機能には対応していません。

※Windows Vista および Windows 7 の場
合、Windows キーボード（Tablet PC 
入力パネル）の［オプション］ダイアログ
を開くと、電子ペンの操作ができなくなり
ます。マウスで［オプション］ダイアログ
を閉じてください。

• JPEG：
JPEG ファイルにエクスポートする場合の品
質レベルを設定します。

• TIFF：
TIFF ファイルにエクスポートする場合に圧縮
するには、［圧縮（PACKBITS）］をチェック
します。

•自動的に日時のファイル名で保存する：
チェックすると、キャプチャしたときの日時
で決まるファイル名で自動的にイメージファ
イルに保存します。

•保存フォルダ：
保存されるイメージファイルのフォルダを設
定します。

•フォーマット：
保存されるイメージファイルの形式を設定します。

•保存確認ダイアログを表示する：
保存されるイメージファイル名を確認する画
面を表示する場合は、チェックします。

•（方式１）背景イメージ確認後、ストローク
を描画し記録する：
背景イメージを確認する操作をまず行い、そ
の後に描画されたマーカー／イレーサーの
データを記録します。

•（方式２）背景イメージとストロークを同時
に記録する：
描画されているマーカー／イレーサーのデー
タと背景イメージを同時に記録します。

•デスクトップ描画ツール・描画データファイル：
PowerPoint® * スライドショー用の描画データ
ファイルを参照するとき、PowerPoint ファイ
ルと同じフォルダ以外に参照するフォルダを
設定します。

* PowerPoint の正式名称は、Microsoft® 
PowerPoint® presentation graphics 
program です。

3［OK］をクリックする。
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ここでは、インタラクティブソフトをプロジェクター
モードで使用するときの基本的な操作の流れについて
説明します。プロジェクターモードでの操作を全体的
に把握するには、次のステップに従って操作してみる
ことをお勧めします。
プロジェクターモードでは、電子ペンのペン先の
キャップを付けたままで使用します。

※プロジェクターモードの説明では、電子ペンを
「マウス」、インタラクティブパナボードのスク
リーンに投影されたコンピューターの画面を「デ
スクトップ」と表現します。

ステップ１：電子ペンをマウスとして使う

インタラクティブソフトを起動するには、36 ページ
の「インタラクティブソフトを起動する」をご参照く
ださい。

1 デスクトップ描画ツールが表示されてい
ない場合は、タスクバーの アイコン
を右クリックし、［ツール］-［描画］を
クリックする。
• デスクトップ描画ツールが表示されます。

2 電子ペンをマウスとして使用するには、
デスクトップ描画ツールの （矢印）
をクリックする。

マウスとして使用するときの、クリックやド
ラッグの操作は以下のように行います。

左クリック： 
投影されたコンピューター画面を電子ペンの
ペン先で押したあと、離す。
ダブルクリック： 
投影されたコンピューター画面の同じ位置を、
電子ペンのペン先で押して離す操作を２回繰
り返す。
ドラッグ： 
投影されたコンピューター画面を、電子ペン
のペン先で押したまま動かす。

プロジェクターモードの基本的な
操作の流れ
右クリック： 
電子ペンのペンボタン（ ☞ 17 ページ）を押
したまま、投影されたコンピューター画面をペ
ン先で押したあと、離す。

詳細については、43 ページの「デスクトップ
描画ツールの使い方」をご参照ください。

• プロジェクターを調整したり、プロジェク
ターやインタラクティブパナボードの設置位
置を変更した場合は、インタラクティブパナ
ボードのスクリーンに投影されるコンピュー
ターの画面の位置が変わるため、電子ペンで
操作する位置がずれる原因になります。
この場合は、ポップアップメニューの［キャ
リブレーション］をクリックし、キャリブ
レーションを再度行ってください。

• プロジェクターモードでは、電子ペンは
キャップをつけてお使いください。

• 電子ペン位置検出部を手などでおおわないで
ください。インタラクティブ機能がはたらき
ません。

• ジー音が聞こえるまで、電子ペンをスクリー
ンフィルムにしっかりと押えつけて操作して
ください。

• 電子ペンはスクリーンに垂直に立てて使用し
てください。傾けて使用すると位置ずれの原
因になります。

• ダブルクリックが受け付けられないときは、
正確に同じ位置を２回クリックしているかを
確認してください。位置が異なるとダブルク
リックとして認識されません。
また、電子ペンを押して離す速度を変えて操
作してみてください。この速度はWindows 
の［コントロールパネル］で設定されてい
る、ダブルクリックの速度にもよります。

お願い
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ステップ 2：デスクトップ上で自由線を描画・
消去する

1 自由線を描画するには、デスクトップ描
画ツールの （黒マーカー／赤マー
カー／青マーカー／緑マーカー）のいず
れかをクリックする。
• マウスカーソルの形状が に変更されま
す。

2 デスクトップ上の、自由線を描画したい
位置でマウスをドラッグする。

3 自由線を消去するには、デスクトップ描
画ツールの （イレーサー）をクリッ
クする。
• マウスカーソルの形状が に変更されま
す。

4 デスクトップ上に描画した、消したい自
由線の上でマウスをドラッグする。

• マーカーの幅や色、イレーサーの大きさは変
更することができます。（☞ 45ページ）

• マーカーまたはイレーサーを選択し、ペンボ
タンを押しながら電子ペンでインタラクティ
ブパナボードのスクリーンを押すとデスク
トップ描画ツールを消すことができます。
再度表示するには、表示したい場所でペンボ
タンを押しながら電子ペンで押します。

• インタラクティブパナボードの （複写）
を押すと、描画したデスクトップのイメージ
を印刷することができます。

お知らせ
2

ステップ 3：デスクトップのイメージと自由
線を記録する

デスクトップ描画ツールでデスクトップに描画または
消去された自由線のデータを、描画を開始する前のデ
スクトップのイメージとともに、独自形式のファイル
（拡張子 ".ipb"、以下 IPB ドキュメントと呼びます）
に記録することができます。
描画または消去された自由線はストローク単位で記録
されており、あとでビューウィンドウに表示して再生
したり編集することができます。
記録方法には 2 通りの方式があります。方式の設定
に関しては、40 ページの「オプションを設定する」
をご参照ください。
ここでは、［（方式2）背景イメージとストロークを
同時に記録する］による記録方法を説明します。
詳細な記録方法に関しては、52 ページの「描画デー
タを IPB ドキュメントに記録する」をご参照くださ
い。

1 デスクトップ描画ツールのマーカーとイ
レーサーを使用して、自由線を描画する。

2 デスクトップ描画ツールの （記録開
始）をクリックする。
• 現在のページに記録するイメージがダイアロ
グボックスに表示されます。

3 記録する場合は、［記録］　または
［記録後、描画を消去］をクリックする。

• ［記録］をクリックすると、記録した後それ
までの描画をそのまま残します。

• ［記録後、描画を消去］をクリックすると、
記録した後それまでの描画を消去します。

• ［キャンセル］をクリックすると、記録を
キャンセルします。

4 デスクトップ描画ツールの （記録終
了）をクリックする。
• 「名前を付けて保存」画面が表示されます。
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5 ファイルを保存するフォルダとファイル
名を入力する。
• ファイルの拡張子は、".ipb" となります。

6［保存］をクリックする。

• 記録中はデスクトップの解像度を変更しない
でください。ビューウィンドウで表示したと
きに、デスクトップのイメージが正しく表示
されなくなります。

• 複数頁を記録する場合は、52 ページの「描
画データを IPB ドキュメントに記録する」を
ご参照ください。

ステップ 4：記録したデータをビューウィン
ドウに表示する

デスクトップ描画ツールで記録したデスクトップの背
景と自由線のデータ（IPB ドキュメント）は、ビュー
ウィンドウに表示して再生したり編集することができ
ます。

1 ビューウィンドウが表示されていない場
合は、タスクバーの アイコンを右ク
リックし、［ツール］ｰ［ビューウィンド
ウ］をクリックする。
• ビューウィンドウが表示されます。

2［ファイル］メニューの［開く ...］をク
リックする。
• 「ファイルを開く」画面が表示されます。

3 ファイルを開きたいフォルダとファイル
名を入力する。
• ファイルには、".ipb" 拡張子がついています。

お願い
4［開く］をクリックする。
• 表示した IPB ドキュメントで、以下のような
操作を行うことができます。
- IPB ドキュメントを別のファイル形式で保
存する。（☞ 66ページ）
- IPB ドキュメントのページを切り替える。
（☞ 69ページ）
- IPB ドキュメントのページを編集する。
（☞ 70ページ）
- IPB ドキュメントを再生する。
（☞ 72ページ）
- IPB ドキュメントの手書き文字を認識する。
（☞ 73ページ）
- IPB ドキュメントを印刷する。
（☞ 75ページ）

デスクトップ描画ツールとは、デスク
トップで描画・消去・記録などの作業を
行うためのツールです。

タスクバーのアイコンを右クリックし、
ポップアップメニューの［ツール］・［描
画］をクリックすると表示されます。ま
た、表示中にポップアップメニューの
［ツール］・［描画］をクリックし、
チェックをはずすと非表示になります。
デスクトップ描画ツールは、常にデスク
トップの前面に表示され、デスクトップ
上に自由線を描画したり消去するための
ツールを選択することができます。ま
た、デスクトップに描画されたデータ
は、デスクトップイメージとともに IPB 

ドキュメントとして保存することがで
き、あとでビューウィンドウで再生したり編集を行う
ことができます。
デスクトップ描画ツールでは、以下のツールを使用す
ることができます。

デスクトップ描画ツールの使い方

ツール はたらき
 矢印 電子ペンをマウスとして使用

する。
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黒マーカー マウスをドラッグしたときに、
黒色の自由線を描画する。

赤マーカー マウスをドラッグしたときに、
赤色の自由線を描画する。

青マーカー マウスをドラッグしたときに、
青色の自由線を描画する。

緑マーカー マウスをドラッグしたときに、
緑色の自由線を描画する。

イレーサー マウスをドラッグしたときに、
描画した自由線を消去する。

元に戻す マーカー／イレーサーで描画
された自由線を、ストローク
ごとに元に戻す。

やり直し 元に戻した操作をもう１度や
り直す。

設定 マーカーの幅、色、イレー
サーの大きさを変更する。

オールクリア それまでに描画していた自由
線をすべて消去する。

キャプチャ デスクトップのイメージをイ
メージファイルとして保存す
る。

印刷 デスクトップのイメージを印
刷する。

スクリーン
キーボード

（手書きパッド）

スクリーンキーボード／手書
きパッドを表示または非表示
にする。

PowerPoint 

スライド
ショー

PowerPoint スライドショーを
実行または終了する。

次へ PowerPoint スライドショーの
［次へ］と同じ操作を行う。

前へ PowerPoint スライドショーの
［前へ］と同じ操作を行う。

白背景 デスクトップの背景をホワイ
トボードの状態にする。再度
クリックすると、ホワイト
ボードの状態が解除される。

リフレッシュ デスクトップ上に描画された
自由線を再表示する。

記録開始 記録が開始されるか、もしく
は１ページ目が記録される。
（記録方式によって変わる）

記録終了 記録中のデータをファイルに
保存し、記録を終了する。

ツール はたらき
4

• デスクトップ描画ツールを閉じると、描画し
ていた自由線はすべて消去されます。

• （次へ）、 （前へ）は、PowerPoint ス
ライドショーを実行しているときのみ表示さ
れます。

■自由線を描画または消去する

1 デスクトップ描画ツールの （黒マー
カー／赤マーカー／青マーカー／緑マー
カー）のいずれかをクリックする。
• マウスカーソルの形状が に変更されま
す。

2 デスクトップ上の、自由線を描画したい
位置でマウスをドラッグする。

3 デスクトップ描画ツールの （イレー
サー）をクリックする。
• マウスカーソルの形状が に変更されま
す。

ページ番号 データ記録中のページ番号を
表示する。記録開始前は「０」
で、記録開始ボタンが押され
た時点で「１」になり、あと
は改ページごとにカウント
アップされる。

改ページ
あるいは、
ページ記録

データ記録中の改ページを行
う。（新しいページのためにデ
スクトップを切り替えること
ができるように、記録を一時
停止する）
あるいは、
2 ページ目以降の記録を行う。

縮小表示 デスクトップ描画ツールの表
示を縮小する。

拡大表示 デスクトップ描画ツールの表
示を拡大する。

ツール はたらき

お知らせ
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4 デスクトップ上に描画した、消したい自
由線の上でマウスをドラッグする。

• マーカーの幅や色、イレーサーの大きさは変
更することができます。（☞ 45ページ）

• 他のアプリケーションやウィンドウを操作し
た場合などに、デスクトップに描画した自由
線が一時的に消えたり、位置がずれたりする
場合があります。その場合は （リフレッ
シュ）をクリックして、再表示を行ってくだ
さい。

■デスクトップに描画した自由線を再表
示する

他のアプリケーションやウィンドウを操作した場合な
どに、デスクトップに描画した自由線が一時的に消え
たり、位置がずれたりする場合があります。その場合
は再表示を行ってください。

1 デスクトップ描画ツールの （リフレッ
シュ）をクリックする。

■デスクトップ上のすべての自由線を消
去する

それまでにデスクトップ上に描画した自由線をすべて
消去します。

1 デスクトップ描画ツールの （オール
クリア）をクリックする。
• 「オールクリア確認」画面が表示されます。

2 消去する場合は、［OK］をクリックす
る。

お知らせ
■マーカー／イレーサーの設定を変更する

デスクトップ描画ツールで使用する、マーカーの幅と
色、またはイレーサーの大きさを変更します。
マーカーの幅は４種類のマーカーごとに変更できま
す。

1 デスクトップ描画ツールの （設定）
をクリックする。
• 「マーカー／イレーサー設定」画面が表示さ
れます。

2 マーカーの幅や色、イレーサーの大きさ
を変更する

• すべて同じ幅：
チェックすると、すべての色のマーカーの幅
を黒マーカーと同じ幅にすることができま
す。

• 黒／赤／青／緑：
マーカーの幅（1～ 30ドット）や色を設定
することができます。

幅を変更するには、
- マーカーの右側の（マーカー幅）に幅を入
力する
- スクロールバーの左右の矢印をクリックす
る
- スクロールバーを左右にドラッグして、希
望の幅を設定する
45
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マーカーの色を変更するには、
色を変更するマーカーの右側の（マーカー
色）をクリックする。「色の設定」画面が表
示されるので、基本色の中から変更したい色
をクリックし、［OK］をクリックする。

• 透過：
［透過］をチェックすると、下地が透けて線
が描画されます。

• イレーサー半径：
イレーサーの半径を１～ 60ドットの大きさ
で設定できます。

イレーサーの大きさを変更するには、
- イレーサー半径に大きさを入力する
- スクロールバーの左右の矢印をクリックす
る
- スクロールバーを左右にドラッグして、希
望の幅を設定する。

• Windows Vista / Windows 7の場合、透
過する／しないのマーカーの切り替え回数が
10回に制限されます。

3［OK］をクリックする。
• それまでに描画した自由線にも新たな設定を
適用するかどうかの設定の適用範囲画面が表
示されます。

4［すべての描画］か［これ以降の描画］を
クリックする。
• ［すべての描画］：
これまでに描画した線も新しい設定で描画し
直されます。

• ［これ以降の描画］：
これ以降に描画した線に対してのみ新しい設
定が反映されます。

• マーカーの色を変更すると、デスクトップ描
画ツールのマーカーボタンの右下に設定した
色が表示されますが、マーカーカーソルの色
は変わりません。

お知らせ

お知らせ
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• マーカーを透過に設定すると、下地が透けて
線が描画されます。下地が濃い色の場合は、
線が見えにくくなりますので、［透過］は
チェックしないでください。また、他の色の
線と交わると黒くなります。

■デスクトップの背景をホワイトボード
の状態にする

デスクトップの背景を真っ白にすることができます。

1 デスクトップ描画ツールの （白背景）
をクリックする。
• デスクトップの背景を元の状態に戻すには、
再度 （白背景）をクリックします。

■デスクトップをイメージファイルに保
存する

デスクトップの背景イメージと描画した自由線を、イ
メージファイルとして保存します。
保存方法には、ファイル名を入力して保存する方法
と、保存するときの日時によりファイル名を自動的に
設定して保存する方法の 2 通りがあります。
保存方法、および JPEG ファイルの品質レベルなど
保存に関する設定は、40 ページの「オプションを設
定する」をご参照ください。

[A] ファイル名を入力して保存する場合

1 デスクトップ描画ツールの （キャプ
チャ）をクリックする。
• 「名前を付けて保存」画面が表示されます。

2 ファイルを保存するフォルダとファイル
名、ファイルの種類を入力する。
• ［ファイルの種類］は下記のファイル形式を
選択することができます。
ビットマップファイル（＊ .bmp）／ JPEG 

ファイル（＊ .jpg）／ TIFF ファイル（＊ .tif）

3［保存］をクリックする。
• 「名前を付けて保存」画面で既存の TIFF 

ファイルを選択した場合、上書きか追加かを
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確認する画面が表示されます。［はい］を選
択すると、マルチページの TIFF ファイルと
して既存ファイルの最後にイメージが追加さ
れます。［いいえ］を選択すると、既存のイ
メージはクリアされ、シングルページの TIFF 

ファイルとして保存されます。

[B] 日時で決まるファイル名で自動的に保存
する場合：

1 デスクトップ描画ツールの （キャプ
チャ）をクリックする。
• 保存確認の画面が表示されます。

2［OK］をクリックする。
• ［次からこのダイアログを表示しない］を
チェックすると、次から保存確認の画面が表
示されなくなります。再度表示させるには、
40 ページの「オプションを設定する」をご
参照ください。

■デスクトップのイメージを印刷する

デスクトップの背景イメージと描画した自由線を印刷
します。

1 デスクトップ描画ツールの （印刷）
をクリックする。
• 「印刷」画面が表示されます。

2 プリンタ、印刷部数を設定する。

3［OK］をクリックする。
• 「印刷中」画面が表示されます。
• 印刷を中止するには、「印刷中」画面の
［キャンセル］をクリックします。
■スクリーンキーボードを使用する

スクリーンキーボードとは、インタラクティブパナ
ボードのスクリーン上に投影されたコンピューター画
面に仮想的なキーボードを表示し、ユーザーがその
キーボードをクリックすることによって、データを入
力するためのツールです。また、手書きパッドを使っ
て手書きの英数字を認識させて、データを入力するこ
ともできます。

[A] スクリーンキーボードを使って文字を入
力する

1 デスクトップ描画ツールの （スク
リーンキーボード（手書きパッド））をク
リックする。
• 手書きパッドが表示される場合には、

（手書きパッド）をクリックしてスク
リーンキーボードに切り替えます。手書き
パッドの［キーボード］メニューで［標準
キーボード］または［拡張キーボード］を選
択して切り替えることもできます。

2 入力の対象となるアプリケーションウィ
ンドウをアクティブにし、入力箇所にテ
キストカーソルを合わせる。

3 スクリーンキーボードの文字をクリック
する。

• スクリーンキーボードのタイトルに、現在入
力の対象となっているアプリケーションのタ
イトル名が表示されます。

• Windows Vista Home Basic 64 ビット
版では、スクリーンキーボード機能には対応
していません。

お知らせ
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[B] 手書きパッドを使って文字を入力する

1 デスクトップ描画ツールの （スク
リーンキーボード（手書きパッド））をク
リックする。
• スクリーンキーボードが表示される場合に
は、スクリーンキーボードの アイコンを
クリックして手書きパッドに切り替えます。
スクリーンキーボードの［キーボード］メ
ニューで［手書きパッド］を選択して切り替
えることもできます。

2 入力の対象となるアプリケーションウィ
ンドウをアクティブにし、入力箇所にテ
キストカーソルを合わせる。

3 マウスをドラッグして手書きパッド上に
文字を描く。
• 手書きの文字が認識され、手書きパッドの左
上に表示されます。

4 手書きパッドの［send］をクリックす
る。
8

• 手書き文字を認識できるのは、英語のみです。
• ［send］をクリックする前に［clear］をク
リックすると、認識結果のテキストをクリア
することができます。

•  スペルミスの可能性があるテキストには波
線が表示されます。
スペルミスの可能性があるテキストを修正す
るには、そのテキストの上で右クリックして
代替候補を選択します。ただし、代替候補が
表示されない場合もあります。

• ［send］をクリックせずに、直ちにテキス
トを入力対象アプリケーションに送信するこ
ともできます。この設定は、［設定］メニュー
の［手書きパッド ...］で行うことができます。
（ 49 ページの「[F] 手書きパッドの設定を変
更する」をご参照ください）ただし、この場
合スペルチェックは行われません。

•  手書きパッドでは、英数字を直接アプリ
ケーションに送信しますので、漢字変換はで
きません。

[C] スクリーンキーボードの表示方法を選択
する

1［キーボード］メニューで、以下のいずれ
かを選択する。
•拡張キーボード： 
数値キーパッドが付いているキーボードを表
示します。

•標準キーボード： 
数値キーパッドが付いていないキーボードを
表示します。

•手書きパッド： 
手書き文字認識用の入力パッドを表示しま
す。

標準キーボード

お知らせ
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[D] スクリーンキーボードを常に画面の最上
位に表示する

1［設定］メニューの［常に最上位に表示す
る］をクリックして、チェックをつける。
• スクリーンキーボードを常に画面の最上位に
表示しない場合は、［設定］メニューの［常
に最上位に表示する］をクリックして、
チェックをはずします。

[E] スクリーンキーボードのサイズを変更す
る

1［設定］メニューの［リサイズ］で、目的
のスクリーンキーボードサイズをクリッ
クする。
• スクリーンキーボードウィンドウの端をド
ラッグして、スクリーンキーボードのサイズ
を変更することもできます。

• スクリーンキーボードの縦横比は固定です。
• ウィンドウサイズの幅は［中］サイズの半分
～ 2 倍までです。

• ［標準キーボード］あるいは［拡張キーボー
ド］のときは上端と下端はドラッグしてもサ
イズ変更できません。

• ［手書きパッド］の時は上端はドラッグして
もサイズは変更できません。
[F] 手書きパッドの設定を変更する

1［設定］メニューの［手書きパッド ...］を
クリックする。
• 「手書きパッドの設定」画面が表示されま
す。

2 以下を設定する。

•認識までの待ち時間： 
手書き入力直後から認識を開始するまでの待
ち時間を設定します。

•スペースを追加する： 
認識結果のテキストの最後にスペースを追加
するかどうかを選択します。

•認識結果を直接送信する： 
認識後直ちに入力対象アプリケーションに認
識結果のテキストを送信するかどうかを選択
します。

3［OK］をクリックする。
49
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■PowerPoint スライドショーを操作する

デスクトップ描画ツールから、PowerPoint のスラ
イドショーを実行することができます。また、スライ
ドごとに描画したデータを記憶しているため、スライ
ドを切り替えたときに対応する描画データがスライド
上に描画されます。描画データはファイルに保存する
ことができるため、次回スライドショーを実行すると
きにも再利用することができます。
PowerPoint スライドショーを操作するためには、
コンピューターにPowerPoint 97 以降のソフト
ウェアがインストールされている必要があります。

※スライド上に描画されるデータは、デスクトップ
描画ツールのデータであり、PowerPoint  のデー
タではありません。

[A] スライドショーを実行する

1 デスクトップ描画ツールの
（PowerPoint スライドショー）を

クリックする。
• 「ファイルを開く」画面が表示されます。

2 スライドショーを実行するPowerPoint 
ファイルのフォルダとファイル名を入力
する。
• 拡張子は、".ppt" です。

3［開く］をクリックする。
• PowerPoint が起動し、自動的にスライド
ショーが実行されます。
0

• PowerPoint ファイルが開かれているとき
に （PowerPoint スライドショー）をク
リックすると、「ファイルを開く」画面は表
示されず、開いているファイルのスライド
ショーが自動的に実行され、操作対象になり
ます。

• PowerPoint でスライドショーを実行した
場合には、操作対象とするために
（PowerPoint スライドショー）をク

リックしてください。

[B] スライドショーのスライドを切り替える

スライドショー実行中は、デスクトップ描画ツールに
（次へ）、 （前へ）ボタンが表示されます。

1 デスクトップ描画ツールの （次へ）、
または （前へ）をクリックする。

• マーカーまたはイレーサー選択していると
き、一時的に矢印を選択してスライドを切り
替える必要はありません。

• PowerPoint スライドショーの［次へ］、ま
たは［前へ］と同じ動作をします。

• 描画ツールを使わずにスライドを切り替える
と、描画データが表示されません。そのとき
は、 （リフレッシュ）をクリックすると表
示されます。

お知らせ

お知らせ
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[C] スライドショーを終了する

1 スライドショーの実行中にデスクトップ
描画ツールの （PowerPoint スライ
ドショー）をクリックする。
• PowerPoint スライドショーが終了します。

• （PowerPoint スライドショー）をク
リックせずに、 （次へ）などによりスライ
ドショーが終了した場合でも、デスクトップ
描画ツールは自動的にスライドショーの終了
を認識し、終了状態になります。

お知らせ
■スライドに描画したデータを保存する

デスクトップ描画ツール終了時、スライドにマーカー
またはイレーサーを使用して描画または消去された自
由線のデータを、描画データファイルとして保存する
かどうか確認するための画面が表示されます。
この画面で保存するように指示すると、自由線のデー
タがPowerPoint ファイルと同じファイル名の描画
データファイル（拡張子 ".ips"）として保存されま
す。保存フォルダは、デフォルトでPowerPoint 
ファイルと同じフォルダになります。このフォルダに
保存ができない場合は、40 ページの「オプションを
設定する」で設定されているフォルダに保存されま
す。

• 描画データは、独自形式の描画データファイ
ル（拡張子 ".ips"）に保存されます。

■保存しておいた描画を使用してスライ
ド上に描画する

（PowerPoint スライドショー）をクリックし
てスライドショーを実行するときに、PowerPoint 
ファイルと同じフォルダ、または 40 ページの「オ
プションを設定する」で設定されているフォルダに、
PowerPoint ファイルと同じ名前の描画データファ
イルが存在する場合、使用するかどうか確認するダイ
アログが表示されます。使用するように指示すると、
描画データファイルから自由線のデータが読み込ま
れ、スライド上に描画されます。

• 一度保存された描画データファイルが不要に
なった場合は、エクスプローラなどでファイ
ルを削除してください。

お知らせ

お願い
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■描画データを IPB ドキュメントに記録
する

インタラクティブパナボード上での作業を記録するた
めには、IPB ドキュメントを作成します。
記録方法には2 通りの方式があります。方式の設定
に関しては、40 ページの「オプションを設定する」
をご参照ください。

[A] [（方式１）背景イメージ確認後、ストロー
クを描画し記録する］による記録方法

1 デスクトップ描画ツールの （記録開
始）をクリックする。
• デスクトップのイメージが「記録イメージ」
画面に表示されます。

2 １ページ目の背景イメージとして登録す
る場合は、［OK］をクリックする。
• 描画された自由線がある場合には、描画を消
去するかどうかを確認する画面が表示されま
す。
［はい］をクリックすると、背景イメージ登
録後、それまでの描画を消去します。［いい
え］をクリックすると、背景イメージ登録
後、それまでの描画をそのまま残します。

3 デスクトップ描画ツールの （黒マー
カー／赤マーカー／青マーカー／緑マー
カー）、 （イレーサー）を使用して自
由線を描画する。

4 ページを追加する場合は、 （改ペー
ジ）をクリックする。これ以上ページを
追加しない場合は、手順11に進みま
す。
• 現在のページに記録したイメージが「記録イ
メージ」画面に表示されます。

5 記録する場合は、［OK］をクリックする。
• それまでに描画した自由線を消去するかどう
かを確認する画面が表示されます。
2

6 描画を消去して新しいページを追加する
場合は、［はい］をクリックする。描画を
残して新しいページを追加する場合は、
［いいえ］をクリックする。

• （矢印）が自動的に選択され、デスク
トップを切り替えることができるように記録
一時停止状態となります。この状態では、
（記録開始）と （白背景）以外のデ

スクトップ描画ツールは使用できません。

7 必要に応じてデスクトップを切り替える。

8 新しいページの記録を再開する場合は、
（記録開始）をクリックする。

• デスクトップのイメージがダイアログボック
スに表示されます。

9 新しいページの背景イメージとして登録
する場合は、［OK］をクリックする。
• すべてのデスクトップ描画ツールが使用でき
るようになります。

10 複数のページを追加する場合は、手順3
から手順9の操作を繰り返す。

11 デスクトップ描画ツールの （記録終
了）をクリックする。
• 現在のページに記録したイメージがダイアロ
グボックスに表示されます。

12 記録する場合は、［OK］をクリックする。
• 「名前を付けて保存」画面が表示されます。

13 ファイルを保存するフォルダとファイル
名を入力する。
• ファイルの拡張子は、".ipb" となります。

14［保存］をクリックする。
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[B] [（方式２）背景イメージとストロークを
同時に記録する］による記録方法

1 デスクトップを必要に応じて切り替え、
デスクトップ描画ツールの （黒マー
カー／赤マーカー／青マーカー／緑マー
カー）、 （イレーサー）を使用して自
由線を描画する。

2 デスクトップ描画ツールの （記録開
始）をクリックする。
• 現在のページに記録するイメージが「記録イ
メージ」画面に表示されます。

3 記録していい場合は、［記録］、または
［記録後、描画を消去］をクリックする。

• ［記録］をクリックすると、記録した後それ
までの描画をそのまま残します。

• ［記録後、描画を消去］をクリックすると、
記録した後それまでの描画を消去します。

• ［キャンセル］ボタンをクリックすると、記
録をキャンセルします。

4 複数のページを追加する場合は、自由線
を描画し （記録開始）のかわりに
（ページ記録）をクリックする。

5 デスクトップ描画ツールの （記録終
了）をクリックする。
• 「名前を付けて保存」画面が表示されます。

6 ファイルを保存するフォルダとファイル
名を入力する。
• ファイルの拡張子は、".ipb" となります。

7［保存］をクリックする。

• （方式１）、（方式２）とも記録中は、デスク
トップの解像度を変更しないでください。
ビューウィンドウで表示したときに、デスク
トップのイメージが正しく表示されなくなり
ます。

• 方式１の場合、データ記録中のページ番号
は、デスクトップ描画ツールの （ページ

お願い
番号）で確認することができます。記録開始
前は「０」で、 （記録開始）が押された
時点で「１」になり、あとは改ページごとに
カウントアップされます。会議中に、インタ
ラクティブパナボードのスクリーン上に投影
されたコンピューター画面を切り替える場合
は、 （改ページ）を行って新しいページの
背景イメージを登録してから描画し始めてく
ださい。

• 方式２の場合、データ記録中のページ数は、
デスクトップ描画ツールの （ページ番号）
で確認することができます。記録開始前は
「０」で、 （ページ記録）が押されるごと
にカウントアップされます。

• 記録できるページ数は最大で50 ページです。
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■デスクトップ描画ツールの表示を切り
替える

デスクトップ描画ツールは、３段階の大きさで表示す
ることができます。

• 標準表示：
すべてのボタンが表示されます。

• マーカー表示：
自由線の描画や消去のみを行うための表示です。
イメージファイルへの保存や IPB ドキュメント
への記録のためのボタンは表示されません。

• 縮小表示：
デスクトップ描画ツールにより下の画面が隠れ
てしまうような場合は、この縮小表示を行うこ
とで、隠れる部分を最小限にすることができま
す。

［標準表示］・［マーカー表示］・［縮小表示］の切り替
えは、 （縮小表示）、または （拡大表示）をク
リックすることで行います。

• 「縮小表示」のときは、ツールの変更はでき
ません。

• PowerPoint スライドショー実行中は、「標
準表示」と「マーカー表示」に （次へ）
と （前へ）ボタンが表示されます。

標準表示 マーカー表示

縮小表示
4

• マーカーまたはイレーサーを選択し、ペンボ
タンを押しながら電子ペンでインタラクティ
ブパナボードのスクリーンを押すとデスク
トップ描画ツールを消すことができます。
再度表示するには、表示したい場所でペンボ
タンを押しながら電子ペンで押します。

お知らせ
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ホワイトボードモードで使用する
使

う

1 インタラクティブパナボードの電源を入
れる。

2 コンピューターの電源を入れ、
Windows を起動する。

3 Windows 2000 / Windows XP / 
Windows Vista / Windows 7 :
電子黒板とコンピューターをUSBケー
ブルで接続する。
• インタラクティブソフトが自動で起動されます。

Windows 98 / Windows Me :
［スタート］をクリックし、［プログラム］
ｰ［Panasonic］ｰ［インタラクティブパ
ナボード］ｰ［インタラクティブパナボー
ド］をクリックする。
• インタラクティブパナボードが検出されたこ
とを示す画面が表示されます。

• 電子黒板操作パネルを表示している場合、イン
タラクティブソフトを起動できません。電子黒
板操作パネルを閉じた後、再度インタラクティ
ブソフトを起動してください。（☞ 81ページ）

• USBケーブル接続時、インタラクティブソフ
トが自動で起動しない設定に変更するには、
以下の操作を行ってください。
(1)電子黒板とコンピューターをUSBケーブ
ルで接続する

(2)［スタート］をクリックし、［設定］-［コン
トロールパネル］をクリック後、［スキャナ
とカメラ］アイコンをダブルクリックする。
•Windows XP では、［スタート］をク
リックし、［コントロールパネル］をク
リックします。

•Windows Vista では、［スタート］をク
リックし、［コントロールパネル］をク
リック後、［ハードウェアとサウンド］
をクリックします。

•Windows 7 では、［スタート］をク
リックし、［デバイスとプリンター］を
クリックします。

(3)［Panaboard-UB8 USB Device Driver］
アイコンをダブルクリックし、［イベント］
タブの［デバイスのイベントを実行しな
い］チェックボックスをチェックする。

インタラクティブソフトを起動する

お知らせ
•Windows 7 では [Panaboard UB-8 
(A4)] アイコンを右クリックし、［スキャ
ン プロパティ］をクリックします。ユー
ザーアカウント制御のダイアログが表示
された場合、［はい］を選択します。

インタラクティブソフトを起動するには、［スター
ト］をクリックし、［プログラム］ｰ［Panasonic］
ｰ［インタラクティブパナボード］ｰ［インタラク
ティブパナボード］をクリックする。
（Windows XP / Windows Vista / 
Windows 7では、［プログラム］ではなく
［すべてのプログラム］）

4［OK］をクリックする。
• 「モード選択」画面が表示されます。

5［ホワイトボード］アイコンをクリック
し、［OK］をクリックする。
• ホワイトボードウィンドウが表示され、タス
クバーに アイコンが表示されます。

• インタラクティブパナボードが検出できない
場合は、検出できなかったことを通知する画
面が表示されます。
この場合には、インタラクティブパナボード
の状態、USBケーブルの接続を確認してく
ださい。
通信ポートの設定に関しては、38 ページの
「通信ポートを設定する」をご参照ください。
• インタラクティブパナボードを接続しない
で、インタラクティブソフトを起動する場合
は、検出できなかったことを通知する画面の
［オフライン］をクリックします。
オフライン状態では、ホワイトボードモード
でファイルに記録した内容を再生・編集する
ことができます。

• マウスカーソルがタスクバーの アイコン
上に位置したときに表示されるツールチップ
テキストで、現在のモードを判断することが
できます。
- プロジェクターモード時：“インタラクティ
ブパナボード（プロジェクター）”
- ホワイトボードモード時：“インタラクティ
ブパナボード（ホワイトボード）”

■インタラクティブソフトを終了する

タスクバーの アイコンを右クリックし、ポッ
プアップメニューの［終了］をクリックする。

お知らせ
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タスクバーに登録された アイコンを右クリックす
るとポップアップメニューが表示されます。
ポップアップメニューでは次のような操作を行うこと
ができます。

モード選択 ...：(☞ 38ページ）
プロジェクターモード／ホワイトボードモードを
切り替える。

ホワイトボードウィンドウを開く／閉じる： 
このメニューを選択することで、ホワイトボード
ウィンドウを開いたり閉じたりできます。
開く／閉じるメニューは選択するたびに入れ替わ
ります。

設定：
通信ポート ...： (☞ 38ページ）
インタラクティブパナボードとの通信ポートを設
定します。
調整 ...： (☞ 39ページ）
電子ペンまたは電子イレーサーの位置ずれを改善
するように調整します。
オプション ...： (☞ 40ページ）
インタラクティブソフトのオプション設定のうち、
印刷用紙の方法に合わせて印刷イメージを回転す
るの項目のみ設定することができます。

ヘルプ ...： 
インタラクティブソフトのヘルプを表示します。

バージョン情報 ...： 
インタラクティブソフトのバージョン情報を表示
します。

終了： 
インタラクティブソフトを終了します。

ポップアップメニュー構成
6

ここでは、インタラクティブソフトをホワイトボード
モードで使用するときの、基本的な操作の流れについ
て説明します。ホワイトボードモードでの操作を全体
的に把握するには、次のステップに従って操作してみ
ることをお勧めします。

ステップ １：インタラクティブパナボードの
スクリーン上に自由線を描画・消
去する

インタラクティブソフトを起動するには、55 ページ
の「インタラクティブソフトを起動する」をご参照く
ださい。

1 ホワイトボードウィンドウが表示されて
いない場合は、タスクバーの アイコ
ンを右クリックし、［ツール］ｰ［ホワイ
トボードウィンドウを開く］をクリック
する。
• ホワイトボードウィンドウが表示されます。

2 電子ペンのキャップを外して、インタラ
クティブパナボードのスクリーン上に、
電子ペンで描画する。

• スクリーン上に描画された自由線の軌跡が、
ホワイトボードウィンドウにリアルタイムに
再現されます。

ホワイトボードモードの基本的な
操作の流れ
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3 電子イレーサーで、インタラクティブパ
ナボードのスクリーン上に描画した自由
線を消去する。
• スクリーン上で消去された部分が、ホワイト
ボードウィンドウでも消去されます。

• これらの描画や消去の作業は自動的に記録さ
れます。

• ホワイトボードモードのときの筆記範囲は図
のとおりです。図の網掛け部分は筆記できま
せん。

• 位置検出部を手などでおおわないでくださ
い。インタラクティブ機能が正常にはたらき
ません。

• ジー音が聞こえるまで、電子ペンおよび電子
イレーサーのイレーサークロス部分をスク
リーンフィルム面にしっかりと押えつけて操
作してください。

• ホワイトボードウィンドウに不要な線が表示
されることがありますので、ホワイトボード
モードを使用している間は、インタラクティ
ブパナボードの近く（1m 以内）で以下のこ
とは行わないでください。
- 電子ペンのインタラクティブ用マーカー
（小）交換
- 電子ペンのキャップの付け外し
- 電子ペンのペン先を押す

• 電子ペンのインタラクティブ用マーカー
（小）を交換する場合は、マーカーをペンホ
ルダーに入れて、「ジー」と音がするまで奥
に押しつけながら、ペンホルダーレバーを
ロックしてください。奥まで挿入しないと、
マーカーの色検出が正常にできないことがあ
ります。（28 ページの「電子ペンの組み立
て」をご参照ください。）

お願い

25 mm

35 mm 35 mm

50 mm100 mm

Writing area

位置検出部

筆 記 範 囲
ステップ 2：正転送りキーを押して新規ペー
ジを追加する

ホワイトボードウィンドウのオプション設定で
［正転送りキーが押されたとき、新規ページを追加す
る］を選択した場合、インタラクティブパナボードの
（正転送り）を押すと IPBドキュメントに新規

ページを追加することができます。

この方法は、スクリーンの片面だけでひとつの議題が
終わり、スクリーンを送って次の議題に進むような議
事を行う場合にお勧めです。

1［設定］メニューの［オプション］をク
リックする。
• 「オプション」画面が表示されます。

2［正転送りキーが押されたとき、新規ペー
ジを追加する］を選択する。（これが初期
設定です）

3［OK］をクリックする。
4 自由線を描画し、インタラクティブパナ
ボードの （正転送り）を押す。
• スクリーンが送られ、新規ページが IPB ド
キュメントの最後のページに追加されます。

5 もし、スクリーンに何か書かれていたら
きれいに消す。
57
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6 ステップ4と 5を繰り返して会議を進
める。

• トータルページが50ページになるまで新規
ページを追加することができます。

• インタラクティブパナボードの （複写）
を押すとスクリーンに書かれた描画をコピー
することができます。

ステップ 3：正転送りキーを押してページを
変更する

ホワイトボードウィンドウのオプション設定で正転送
りキーが押されたとき、最終の2ページ間を交互に
移動するを選択した場合、インタラクティブパナボー
ドの （正転送り）を押すとスクリーンが送られ
それと連動して IPBドキュメントのページが選択さ
れます。

この方法は、スクリーンを切り替えながら両面を使用
して会議をおこなう場合にお勧めです。

詳細については、80 ページの「[G] オプションを設
定する」をご参照ください。

1［設定］メニューの［オプション］をク
リックする。
• 「オプション」画面が表示されます。

2 正転送りキーが押されたとき、最終の2
ページ間を交互に移動するを選択する。
• インタラクティブパナボードの複写機能は
IPB ドキュメントの編集ページを複写（バッ
クアップ）する機能に変わります。

お知らせ
8

3［OK］をクリックする。
• 新規ページが追加され、IPB ドキュメントの
トータルページは2ページになります。

• 2ページ以上ある IPBドキュメントを開く場
合は、最後のページの一つ前のページが選択
されます。

4 自由線を描画し、インタラクティブパナ
ボードの （複写）を押す。
• IPBドキュエメントの最終2ページの前に編
集ページのコピーが挿入されます。

5 インタラクティブパナボードの （正
転送り）を押す。
• スクリーンが送られ、IPBドキュメントの最
後のページが選択されます。

6 自由線を描画し、必要ならスクリーンの
裏面に戻るためにインタラクティブパナ
ボードの （正転送り）を押す。
• スクリーンが送られ、IPBドキュメントの最
後のページの一つ前のページが選択されま
す。

7 （正転送り）を押してスクリーンを
変更しながら会議を進める。
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ステップ 4： 描画データをファイルに保存する

ホワイトボードウィンドウに表示された、インタラク
ティブパナボードのスクリーン上に描画または消去さ
れた自由線のデータは、自動的に記録されており、独
自形式のファイル（拡張子 ".ipb"、以下 IPB ドキュメ
ントと呼びます）に保存することにより会議の内容を
あとで再生したり編集することができます。

1［ファイル］メニューの［名前を付けて保
存 ...］をクリックする。
• 「名前を付けて保存」画面が表示されます。

2 ファイルを保存するフォルダとファイル
名を入力する。
• ファイルの拡張子は、".ipb" となります。

3［保存］をクリックする。

ステップ 5：記録したデータを表示する

ホワイトボードウィンドウで記録した自由線のデータ
（IPB ドキュメント）は、ホワイトボードウィンドウ
に表示して、再生したり編集することができます。

ホワイトボードウィンドウが表示されていない場合
は、タスクバーの アイコンを右クリックし、
［ツール］ｰ［ホワイトボードウィンドウを開く］をク
リックしてください。

1［ファイル］メニューの［開く ...］をク
リックする。
• 「ファイルを開く」画面が表示されます。

2 ファイルを開きたいフォルダとファイル
名を入力する。
• ファイルには、".ipb" 拡張子がついています。

3［開く］をクリックする。
• 表示した IPB ドキュメントで、以下のような
操作を行うことができます。
- IPB ドキュメントを別のファイル形式で保
存する。（☞ 66ページ）
- IPB ドキュメントのページを切り替える。
（☞ 69ページ）
- IPB ドキュメントのページを編集する。
（☞ 70ページ）
- IPB ドキュメントを再生する。
（ ☞ 72 ページ）
- IPB ドキュメントの手書き文字を認識する。
（☞ 73ページ）
- IPB ドキュメントを印刷する。
（☞ 75ページ）

お知らせ
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ビューウィンドウ／ホワイトボードウィンドウ
■プロジェクターモードでのビューウィ
ンドウについて

ビューウィンドウは、プロジェクターモードのデスク
トップ描画ツールで IPB ドキュメントに記録したデ
スクトップの背景と自由線のデータを再生・編集する
ためのウィンドウです。
ビューウィンドウでは、IPB ドキュメントを表示し、
マーカー／イレーサーで加筆／修正したり、表示中の
ページの全体または一部を汎用イメージ形式として、
他のアプリケーションにコピーすることができます。
また手書きの文字を認識して、テキストとして出力す
ることもできます。

ビューウィンドウを表示するには、43 ページの「ス
テップ 4： 記録したデータをビューウィンドウに表
示する」をご参照ください。

■ホワイトボードモードでのホワイト
ボードウィンドウについて

ホワイトボードウィンドウとは、黒・赤・青・緑の電
子ペンと電子イレーサーでインタラクティブパナボー
ドのスクリーン上に描画した自由線の軌跡を、リアル
タイムに表示するためのウィンドウです。
表示された自由線の軌跡情報は、IPB ドキュメント
として保存することができ、あとで表示して内容を確
認することができます。また、マーカー／イレーサー
で加筆／修正したり、表示中のページの全体または一
部を汎用イメージ形式として、他のアプリケーション
にコピーすることができます。さらに、手書きの文字
を認識させて、テキストとして出力することもできま
す。

ホワイトボードウィンドウを表示するには、55 ペー
ジの「インタラクティブソフトを起動する」をご参照
ください。

ビューウィンドウ／ホワイトボー
ドウィンドウについて
0

■ビューウィンドウ / ホワイトボード
ウィンドウ

①タイトルバー： 
現在開いている IPB ドキュメントのファイル
名が表示されます。

②ツールバー： 
頻繁に利用する機能をアイコン化したボタンに
して並べたものです。ツールバーは、［メイン］
ツールバー、［ページ／再生］ツールバー、
［マーカー／イレーサー］ツールバーで構成さ
れます。これらは、ドラッグして画面のどこに
でも移動することができます。

③メインビュー： 
編集の対象とされるページが表示されます。
ページの上に自由線を描画、消去したり、ペー
ジの一部を選択してコピーすることができま
す。

④サムネイルビュー： 
IPB ドキュメントの全ページのサムネイルイ
メージが表示されます。各ページの下には最終
の更新日時が表示されます。メインビューに表
示されているページのイメージは枠表示され、
他のページをマウスでクリックすることで、編
集ページを切り替えることができます。

⑤ステータスバー： 
IPB ドキュメントの情報を表示します。
再生モード： 再生中かどうかを表示しま

す。
イメージサイズ： 表示倍率 100％ のときの

ページサイズを表示します。
ページ番号： 総ページ数と編集中のページ

を表示します。

1

6

5

4

3

2
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⑥テキストエディタ： 
手書きの文字を認識した結果の出力先となりま
す。テキストエディタとしての編集も可能で
す。

■ビューウィンドウとホワイトボード
ウィンドウの違い

プロジェクターモードの「ビューウィンドウ」とホワ
イトボードモードの「ホワイトボードウィンドウ」
は、インタラクティブパナボード上での作業内容を記
録した、IPBドキュメントを表示・再生・編集する
ためのウィンドウで、基本的に同じ機能を持っていま
す。ただし、ホワイトボードウィンドウには、ビュー
ウィンドウにないいくつかの機能があります。次に示
す２つのウィンドウの違いを把握しておけば、どちら
か１つのウィンドウの操作を覚えることで、２つの
ウィンドウをすばやく利用できるようになります。

単位系
• ビューウィンドウは、プロジェクターによってイン
タラクティブパナボードのスクリーンに投影された
コンピューター画面での作業を記録した IPB ド
キュメントを表示するので、単位はドットになりま
す。

• ホワイトボードウィンドウでは、電子ペンで描画さ
れたインタラクティブパナボードのスクリーンを仮
想的にコンピューターのウィンドウに表示するた
め、長さの単位が基準となります。単位系はミリと
インチが選択できます。

［ファイル］メニューの［新規作成］
• ビューウィンドウは、デスクトップ描画ツールに
よって作成した IPB ドキュメントを表示・編集す
るためのウィンドウですので、［新規作成］メ
ニューは存在しません。

• ホワイトボードウィンドウでは、表示中の IPB ド
キュメントを閉じ、新規の IPB ドキュメントを表示
することができます。
［編集］メニューの［新規ページ追加］
• ビューウィンドウは、デスクトップ描画ツールに
よって作成した IPB ドキュメントを表示・編集す
るためのウィンドウですので、［新規ページ追加］
メニューは存在しません。

• ホワイトボードウィンドウでは、新しいページが
IPB ドキュメントの最終ページの次に追加されま
す。

［編集］メニューの［コピーページ追加］
• ビューウィンドウは、デスクトップ描画ツールに
よって作成した IPB ドキュメントを表示・編集す
るためのウィンドウですので、［コピーページ追加］
メニューは存在しません。

• ホワイトボードウィンドウでは、表示中のページの
コピーが IPB ドキュメントの最終ページとして追
加されます。
61
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■ メニュー構成

ビューウィンドウまたはホワイトボードウィンドウで
は、次のメニューが使用できます。
ボタンがついたメニューは、ツールバーのボタンをク
リックするだけで同じ操作ができます。

* ホワイトボードウィンドウでのみ表示されます。

メニュー 詳細
ファイルメニュー
新規作成 * 表示中の IPB ドキュメント

を閉じて、新規の IPBド
キュメントを作成します。
（☞ 65 ページ）

開く IPB ドキュメントを開き
ます。
（☞ 65 ページ）

上書き保存 表示中の IPB ドキュメント
を保存します。
（☞ 66 ページ）

名前を付けて
保存

表示中の IPB ドキュメント
のファイル名を変更して保存
します。
（☞ 66 ページ）

印刷プレビュー 印刷する前に表示中の IPB 
ドキュメントを確認します。
（☞ 75 ページ）

印刷 表示中の IPB ドキュメント
を印刷します。
（☞ 75 ページ）

エクスポート (☞ 66ページ )
イメージ ページをイメージファイル

（BMP, JPEG, TIFF）に出
力します。 

HTML... ページをHTML ファイルに
出力します。

ビューウィンド
ウを閉じる

ビューウィンドウを非表示状
態にします。
（ビューウィンドウのみ）

ホワイトボード
ウィンドウを閉
じる *

ホワイトボードウィンドウを
非表示状態にします。
（ホワイトボードウィンドウ
のみ）
2

編集メニュー
元に戻す マーカー／イレーサーで描画

された自由線を、ストローク
ごとに元に戻します。
（☞ 70 ページ）

やり直し 元に戻した操作をもう１度や
り直します。
（☞ 70 ページ）

コピー ページが選択状態のときに、
クリップボードにページの選
択範囲をコピーします。
コピーされるページのサイズ
は、表示倍率が100％ のと
きのサイズです。
（☞ 71 ページ）

すべてを選択 ページ全体を選択状態にしま
す。（☞ 71ページ )

新規ページ
追加 *

新規ページを最終ページの次
に追加します。
（☞ 70 ページ）

コピーページ
追加 *

表示中のページのコピーを最
終ページの次に追加します。
（☞ 71 ページ）

ページ削除 表示中のページを削除しま
す。（☞ 71ページ）

手書き文字認識 手書きの文字を認識して、テ
キストとして出力します。
（☞ 73 ページ）

編集メニュー（テキストエディタでの編集時）
元に戻す テキストの操作を１つ前に戻

します。（☞ 74ページ）
やり直し 元に戻した操作をもう１度や

り直します。（☞ 74ページ）
切り取り テキストが選択状態のときに

切り取ります。切り取ったテ
キストはクリップボードにコ
ピーされます。
（☞ 74 ページ）

コピー テキストが選択状態のとき
に、クリップボードにコピー
します。（☞ 74ページ）

全ページを
コピー

全ページのテキストをクリッ
プボードにコピーします。
（☞ 74 ページ）

メニュー 詳細
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貼り付け クリップボードにあるテキス
トを貼り付けます。
（☞ 74 ページ）

削除 テキストが選択状態のときに
削除します。
（☞ 74 ページ）

すべてを選択 ページ全体のテキストを選択
状態にします。
（☞ 75 ページ）

ページ／再生メニュー
再生開始 再生を開始します。

（☞ 72 ページ）
再生一時停止 再生を一時停止します。

（☞ 72 ページ）
再生終了 再生を終了します。68 ペー

ジ（☞ 72 ページ）
再生方法 (☞ 76ページ )
全ページ再生 全ページ再生に設定します。
選択ページの
み再生

選択ページのみ再生に設定し
ます。

連続再生 連続再生する／しないを切り
替えます。

先頭ページ 先頭ページを表示します。
（☞ 69 ページ）

前ページ 前ページを表示します。
（☞ 69 ページ）

次ページ 次ページを表示します。
（☞ 69 ページ）

最終ページ 最終ページを表示します。
（☞ 69 ページ）

ページ指定 指定したページを表示しま
す。（☞ 69ページ）

表示メニュー
ズーム (☞ 68ページ )
全体表示 ウィンドウの大きさに合わせ

てページ全体を表示します。
200% 表示中のページを 200％ に

拡大して表示します。
150% 表示中のページを 150％ に

拡大して表示します。
100% 表示中のページを等倍で表示

します。
75% 表示中のページを 75％ に縮

小して表示します。

メニュー 詳細

50% 表示中のページを 50％ に縮

小して表示します。
25% 表示中のページを 25％ に縮

小して表示します。
10% 表示中のページを 10％ に縮

小して表示します。
全画面表示 ページ全体をできるだけ大き

く表示します。
（☞ 69 ページ）

メ イ ン ツ ー ル
バー

メインツールバーの表示／非
表示を切り替えます。
（☞ 64 ページ）

ページ／再生 ページ／再生ツールバーの表
示／非表示を切り替えます。
（☞ 64 ページ）

マーカー／
イレーサー

マーカー／イレーサーツール
バーの表示／非表示を切り替
えます。（☞ 64ページ）

ステータスバー ステータスバーの表示／非表
示を切り替えます。

テキスト
エディタ

テキストエディタの表示／非
表示を切り替えます。

設定メニュー
情報 会議の情報を設定します。

（☞ 76 ページ）
再生 再生するときの再生方法を設

定します。（☞ 76ページ）
マーカー／
イレーサー

マーカーの色・幅と、イレー
サーの大きさを設定します。
（☞ 77 ページ）

エクスポート
イメージ

エクスポートまたはドラッグ
&ドロップでのイメージファ
イルの JPEG 品質や TIFF 
圧縮などを設定します。
（☞ 78 ページ）

ファイル IPB ドキュメントを保存する
デフォルトのフォルダや自動
バックアップの間隔を設定し
ます。（☞ 79 ページ）

スペルチェック 手書き文字認識のスペル
チェックを設定します。
（☞ 79 ページ）

オプション タイトルバーへのファイル名
表示方法や表示単位系を設定
します。（☞ 80ページ）

メニュー 詳細
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ヘルプメニュー
トピックの検索 インタラクティブソフトのヘ

ルプを表示します。
バージョン情報 インタラクティブソフトの

バージョン情報を表示しま
す。

メニュー 詳細
4

■ツールバー

ビューウィンドウまたはホワイトボードウィンドウで
は、次のツールバーを使用できます。

メインツールバー

※ （新規作成）アイコンは、ホワイトボードウィ
ンドウのみ表示されます。

ページ／再生ツールバー

マーカー／イレーサーツールバー

ツールバーを表示するには、［表示］メニューの表示
したいツールバー（［メインツールバー］、［ページ／
再生］、［マーカー／イレーサー］のいずれか）をク
リックして、チェックマークをつけます。
すでに、ツールバーが表示されている場合はそのツー
ルバーの横にチェックマークがついています。

ツールバーを非表示にするには、［表示］メニューを
クリックし、非表示にしたいツールバーのチェック
マークを外します。

• ツールバーはドラッグして、画面のどこにで
も移動することができます。

手書き文字認識

全体表示

ズーム

全画面表示

お知らせ
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■ IPB ドキュメントを作成する
（ホワイトボードウィンドウのみ）

ホワイトボードモードで、インタラクティブパナボー
ドの作業を記録するための新しい IPB ドキュメント
を作成します。

1［ファイル］メニューの［新規作成］をク
リックする。
• 現在編集中のIPB ドキュメントが変更されて
いる場合は、「保存確認」画面が表示されま
す。

• ホワイトボードウィンドウを表示すると、自
動的に IPB ドキュメントが作成されメイン
ビュー上には新しいページが表示されます。

IPBドキュメントを管理する

お知らせ
■IPB ドキュメントを開く

1［ファイル］メニューの［開く ...］をク
リックする。
• 「ファイルを開く」画面が表示されます。

2 開くファイルのフォルダとファイル名を
入力する。
• ファイルには、".ipb" 拡張子がついていま
す。

3［開く］をクリックする。

• 最近開いたファイルを開くには、［ファイル］
メニューで開きたいファイル名をクリックし
ます。［ファイル］メニューには最近開いた
IPB ドキュメントが８個まで表示されます。

• ファイルシステムで、IPB ドキュメントファ
イルアイコンをダブルクリックしても IPB ド
キュメントを開くことができます。
IPB ドキュメントはプロジェクターモード、
ホワイトボードモードのどちらで作成された
かを内部で管理しており、開いたときに自動
的に作成時のモードに切り替わります。

• 停電やその他の事故が起こったときに、前回
保存した IPB ドキュメントを修復できるよう
にするには、あらかじめ［設定］-［ファイル
...］の「ファイル設定」画面の［リカバリー
ファイルを作成する］をオンにしておきます。
リカバリーファイルには、" .ip̃ " 拡張子がつ
いていますので、［ファイルの種類］ボックス
を［すべてのファイル］にして開いてくださ
い。

お知らせ
65
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■IPB ドキュメントを保存する

1［ファイル］メニューの［上書き保存］を
クリックする。

• 作業中のIPB ドキュメントを別の名前で保存
するには、［ファイル］メニューの［名前を
付けて保存 ...］をクリックしてください。

■IPB ドキュメントを別のファイル形式
で保存する

エクスポートを行うと、IPB ドキュメントを他のソ
フトウェアでも使用できるように、別のファイル形式
で保存することができます。ファイル形式を変換する
ことにより、IPB ドキュメントファイルを開けない
ユーザーでも、記録された会議の内容を見ることがで
きます。

[A] イメージファイルとして保存する

1［ファイル］メニューの［エクスポート］
ｰ［イメージ ...］をクリックする。
• 「エクスポートイメージ」画面が表示されま
す。

2 保存するイメージのページとサイズを指
定する。

• すべてのページを保存する場合は、［全ペー
ジ］をクリックする。

• ページを指定して保存する場合は、［ページ
指定］をクリックして、ページの範囲を入力
する。

• ［設定］をクリックすると、イメージのサイ
ズや JPEG ファイルの品質、TIFF ファイル
の圧縮の設定を行うことができます。

お知らせ
6

3［OK］をクリックする。
• 「名前を付けて保存」画面が表示されます。

4 ファイルを保存するフォルダとファイル
名、ファイルの種類を入力する。
• ファイルの種類は下記のファイル形式を選択
することができます。
ビットマップファイル（＊ .bmp）／ JPEG 
ファイル（＊ .jpg）／ TIFF ファイル（＊
.tif）

• 複数ページを保存する場合、ファイル形式で
TIFF ファイルを指定すると、マルチページ
かシングルページを選択することができま
す。

5［保存］をクリックする。

• 複数ページの保存で TIFF のマルチページ以
外を選択した場合、ページ数分（例えばｎ
個）のファイルが作成され、ファイル名の最
後にページ番号を表す２桁の数字 "01、02、
… 0n" が加わります。

• TIFF のマルチページを選択し、既存の TIFF 
ファイルに保存する場合、上書きか追加かを
確認する画面が表示されます。
［はい］を選択すると、既存ファイルにイ
メージが追加されます。［いいえ］を選択す
ると、既存のイメージはクリアされ、保存さ
れます。

• １ページの保存で既存の TIFF ファイルに保
存する場合、上書きか追加かを確認する画面
が表示されます。
［はい］を選択すると、マルチページの TIFF 
ファイルとして既存ファイルの最後にイメー
ジが追加されます。［いいえ］を選択すると、
既存のイメージはクリアされ、シングルペー
ジの TIFF ファイルとして保存されます。

• IPB ドキュメントをイメージファイルとして
保存するときの、サイズや圧縮などの標準設
定は、［設定］メニューの［エクスポートイ
メージ ...］で行います。

お知らせ
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[B] HTML ファイルとして保存する

IPB ドキュメントをページ単位でHTML ファイルと
して保存することができます。また、そのインデック
スページには会議の情報も一緒に出力することができ
ます。
複数のページを指定して、IPB ドキュメントを
HTML ファイルとして保存すると、インデックス
ファイルとリンクされた、連続したHTML ページと
イメージを作成します。
この方法を使うと、Web ブラウザがインストールさ
れたコンピューターのユーザーに、IPB ドキュメン
トに記録された会議の内容を簡単に提供することがで
きます。

1［ファイル］メニューの［エクスポート］
ｰ［HTML...］をクリックする。
• 「エクスポートHTML」画面が表示されま
す。

2［インデックスファイル］に IPB ドキュ
メントをHTML ファイルとして保存す
るフォルダを指定する。
3［エクスポート範囲］グループで、
HTML ファイルに出力するページを指定
する。
• ［全てのページ］を選択すると、表示されて
いる IPB ドキュメントのすべてのページを
HTML ファイルに出力します。

• ［カレントページ］を選択すると、メイン
ビューに表示しているページのみをHTML 
ファイルに出力します。

• ［ページ指定］を選択すると、指定したペー
ジまたは指定した範囲のページをHTML 
ファイルに出力します。特定のページを出力
するにはページ番号をカンマで区切って入力
します。また、ページの範囲を指定するに
は、最初のページ番号と最後のページ番号を
ハイフンでつないで入力します。

4 必要に応じて、以下に示す他のエクス
ポート設定を変更し、［OK］をクリック
する。

［ファイル］グループ
•ページイメージ： 
エクスポートされたページのイメージの幅と
高さを、ピクセル単位で入力します。右側の
［縦横比を固定にする］チェックボックスを
オンにすると、エクスポートしたページの寸
法を変更しても、ページの縦と横の比率が保
持されます。

•サムネイルイメージ： 
エクスポートされたページのサムネイルイ
メージの幅と高さを、ピクセル単位で入力し
ます。右側の［縦横比を固定にする］チェッ
クボックスをオンにすると、エクスポートし
たページの寸法を変更しても、ページの縦と
横の比率が保持されます。
67
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［色］グループ
•背景： 
HTML ファイルの背景の色を選択します。

•テキスト： 
HTML ファイルに使用するテキストの色を選
択します。

•表のラベル： 
HTML ファイルの表のラベルの背景色を選択
します。

•表の項目： 
HTML ファイルの表の項目の背景色を選択し
ます。 
色のついた矩形部分をクリックすると、「色
の設定」画面が表示されます。［基本色］の
中から使用したい色をクリックします。

［エクスポート項目］グループ
チェックボックスをチェックすると、エクス
ポートしたHTML ファイルのインデックス
ページにチェックした項目が追加されます。

•サムネイルイメージ： 
ページのサムネイルイメージが追加されま
す。

•ページの日付： 
ページを作成した日付と時間を表示すること
ができます。

•作成日： 
IPB ドキュメントを作成した日付と時間を表
示することができます。

•更新日： 
IPB ドキュメントの最終更新日付と時間を表
示することができます。

•参加者／マネージャー／件名／説明／連絡先
／会社名： 
［設定］メニューの［情報 ...］で設定した会
議情報を表示することができます。
8

• HTML ファイルは、別の IPB ドキュメント
からエクスポートされたHTML ファイルが
格納されていないフォルダに保存することを
お勧めします。既存のフォルダに保存しよう
とすると、既存のHTML ファイルに上書き
するかどうかの確認メッセージが表示されま
す。

• 複数ページをHTML ファイルにエクスポー
トした場合は、インデックスファイル
"index.html" と、ページ数分（例えばｎ個）
の "page ＿ 01.html、page ＿ 02.html、
page ＿ 03.html、…page ＿ 0n.html" と
いう名前のHTML ファイルと、それぞれの
HTML ファイルに表示される "page ＿
01.jpg、page ＿ 02.jpg、page ＿
03.jpg、… page ＿ 0n.jpg" という名前の
イメージが作成されます。また、サムネイル
イメージを追加した場合には、"small ＿
01.jpg、small ＿ 02.jpg、small ＿
03.jpg、… small ＿ 0n.jpg" という名前の
イメージも作成されます。

■表示方法を変更する

[A] ページを拡大または縮小して表示する

ページを拡大して文書の一部を大きく表示したり、縮
小してページ全体を表示したりできます。

1［表示］メニューの［ズーム］から表示さ
せたい倍率をクリックする。

• ［メイン］ツールバーの（ズーム）の中に、
数値を入力しても表示倍率を変更することが
できます。倍率は１％単位で指定できます。

お知らせ
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[B] ページをメインビューのサイズに合わせ
て表示する

1［表示］メニューの［ズーム］ｰ［全体表
示］をクリックする。

[C] ページをできるだけ大きく表示する

画面に文書をできる限り大きく表示するには、全画面
表示モードに切り替えます。
この表示モードでは、ツールバーはフリーツールバー
となって表示されます。

1［表示］メニューの［全画面表示］をク
リックする。
• 全画面表示モードを終了して元の表示モード
に戻すには、マウスを右クリックして、ポッ
プアップメニューの［全画面表示］をクリッ
クします。

• 全画面表示の状態で、ツールバーを非表示に
するには、マウスを右クリックしてポップ
アップメニューの非表示にしたいツールバー
をクリックし、チェックマークを外します。
また、ツールバーを表示するには、ポップ
アップメニューの表示したいツールバーをク
リックしてチェックマークをつけます。

お知らせ
■IPBドキュメントのページを切り替え
る

[A] 先頭ページを表示する

1［ページ／再生］メニューの［先頭ペー
ジ］をクリックする。

[B] 前ページを表示する

1［ページ／再生］メニューの［前ページ］
をクリックする。

[C] 次ページを表示する

1［ページ／再生］メニューの［次ページ］
をクリックする。

[D] 最終ページを表示する

1［ページ／再生］メニューの［最終ペー
ジ］をクリックする。

[E] ページ番号を指定してページを表示する

1［ページ／再生］メニューの［ページ指定
...］をクリックする。
• 「ページ指定」画面が表示されます。

2［ページ番号］に表示したいページ数を入
力する。

3［OK］をクリックする。

• 任意のページをすばやく表示するには、サム
ネイルビューで、表示したいページのサムネ
イル表示をクリックします。

お知らせ
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■IPB ドキュメントのページを編集する

ビューウィンドウまたはホワイトボードウィンドウで
は、メインビューに表示しているページに対して、次
のような編集を行うことができます。

• マーカーやイレーサーを使って加筆または修正す
ることができる。

• ページを追加することができる。（ホワイトボード
のみ）

• ページを削除することができる。
• ページの一部分または全体を選択してクリップ
ボードに保存したり、他のアプリケーションにコ
ピーすることができる。

[A] ページに自由線を描画または消去する

1 メインビューに自由線を描画または消去
したいページを表示する。

2 自由線を描画するには、［マーカー／イ
レーサー］ツールバーの （黒マー
カー／赤マーカー／青マーカー／緑マー
カー）のいずれかをクリックする。
• マウスカーソルの形状が に変更されます。

3 ページ上の自由線を描画したい位置で、
マウスをドラッグする。

4 自由線を消去するには、［マーカー／イ
レーサー］ツールバーの （イレー
サー）をクリックする。
• マウスカーソルの形状が に変更されます。

5 ページ上の消したい領域の上で、マウス
をドラッグする。
• 変更した前の状態に戻すには、［編集］メ
ニューの［元に戻す］をクリックします。

• マーカーの幅や色、イレーサーの大きさは変
更することができます。
0

[B] 操作を元に戻す

マーカーまたはイレーサーで描画または消去された自
由線を、ストロークごとに元に戻すことができます。

1［編集］メニューの［元に戻す］をクリッ
クする。
• 前の状態に戻すには、もう一度［元に戻す］
をクリックします。

• 元に戻した操作をもう1度やり直すには、［編
集］メニューの［やり直し］をクリックしま
す。

• ［元に戻す］／［やり直し］は何度でも行う
ことができますが、ページが切り替わった場
合はリセットされます。

[C] 新しいページを IPB ドキュメントに追加
する（ホワイトボードウィンドウのみ）

ホワイトボードモードで、新規ページを、表示されて
いる IPB ドキュメントの最終ページとして追加しま
す。会議中に、インタラクティブパナボードの画面を
送った場合は、新しいページを追加してください。

1［編集］メニューの［新規ページ追加］を
クリックする。
• 新しいページがIPB ドキュメントの最終ペー
ジとして追加され、表示がそのページに切り
替わります。

• 記録できるページ数は最大で 50 ページで
す。それ以上のページを追加することはでき
ません。

お知らせ
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[D] 表示ページのコピーを IPB ドキュメント
に追加する（ホワイトボードウィンドウの
み）

ホワイトボードモードで、メインビューに表示されて
いるページのコピーを、IPB ドキュメントの最終
ページの次に追加します。
会議中に、現在のインタラクティブパナボードのスク
リーンの内容を残しておいて、新たな変更を加えたい
場合などに利用します。

1［編集］メニューの［コピーページ追加］
をクリックする。
• 表示されているページのコピーがIPB ドキュ
メントの最終ページとして追加され、表示が
そのページに切り替わります。

• 記録できるページ数は最大で 50 ページで
す。それ以上のページを追加することはでき
ません。

[E] 表示中のページを削除する

1 メインビューに削除したいページを表示
する。

2［編集］メニューの［ページ削除］をク
リックする。
• 削除を確認する画面が表示されます。

3 削除する場合は、［OK］をクリックす
る。

• 削除したページは、［編集］メニューの［元
に戻す］で元に戻すことができませんので注
意してください。

お知らせ

お知らせ
[F] ページの選択範囲をクリップボードにコ
ピーする

1［マーカー／イレーサー］ツールバーで、
（矢印）をクリックし、ページのコ

ピーしたい部分をマウスでドラッグして
選択する。
• ページ全体を選択する場合は、［編集］メ
ニューの［すべてを選択］をクリックする。

• 選択範囲が色反転表示されます。

2［編集］メニューの［コピー］をクリック
する。

• クリップボードにコピーしたイメージは、他
のアプリケーションを開いて貼り付けること
ができます。

• 選択状態を解除するには、選択範囲の外をク
リックします。

• クリップボードにコピーされるイメージは、
BMP イメージとなります。

[G] ページの選択範囲をドラッグ&ドロップで
他のアプリケーションにコピーする

ページの選択範囲をドラッグ&ドロップで、他のア
プリケーションにデータをコピーすることができま
す。この場合、コピー先のアプリケーションがOLE
（Object Linking and Embedding）をサポートし
ている必要があります。

1 コピー先のファイルを開き、コピーする
ページとコピー先のファイルが画面に表
示されるようにアプリケーションウィン
ドウの配置を調整する。ドラッグする選
択範囲とドロップする位置の両方が表示
されるようにドキュメントを配置する。

お知らせ
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2［マーカー／イレーサー］ツールバーで、
（矢印）をクリックし、ページのコ

ピーしたい部分をマウスでドラッグして
選択する。
• ページ全体を選択する場合は、［編集］メ
ニューの［すべてを選択］をクリックする。

• 選択範囲が色反転表示されます。

3 選択範囲を、別のアプリケーションのコ
ピー先にドラッグする。

• 選択状態を解除するには、選択範囲の外をク
リックします。

• ドラッグ&ドロップでコピーするときのファ
イルの形式は、［設定］メニューの［エクス
ポートイメージ ...］で設定します。

■IPB ドキュメントを再生する

IPB ドキュメントでは各ページの自由線の描画と消
去の操作をストローク単位で記録しており、あとで描
画の軌跡を再生して確認することができます。

1［ページ／再生］メニューの［再生方法］
ｰ［全ページ再生］または［選択ページの
み再生］をクリックする。
• チェックマークが付きます。

2［ページ／再生］ツールバーの （再生
開始）をクリックする。

• 再生方法の設定が、全ページ再生の場合は、
先頭ページの最初の状態から、選択ページの
み再生の場合は、表示されているページの内
容の最初の状態から、再生が開始されます。

• 再生中に一時停止するには、[ページ／再生 ]
ツールバーの （再生一時停止）をクリッ
クします。再生の一時停止を解除するには、
[ページ／再生 ]ツールバーの （再生開
始）をクリックします。

お知らせ
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• 再生の一時停止中には、[ページ／再生 ]ツー
ルバーの再生スクロールバーを動かして手動
で再生することができます。

• 途中で再生を終了するには、[ページ／再生 ]
ツールバーの （再生終了）をクリックし
ます。

• 連続再生中でない場合は、最後まで再生する
と、再生を終了します。

• 再生中に、再生スクロールバーの左右の矢印
をクリックするか、再生スクロールバーを左
右にドラッグすると、自動的に一時停止状態
となり、手動で描画の再生を行うことができ
ます。

• 再生中は、ステータスバーに、「再生モード」
が表示されます。このときは［マーカー／イ
レーサー］ツールバーのマーカーとイレー
サーは使用できません。また、ホワイトボー
ドモードのときは、インタラクティブパナ
ボードのスクリーン上での描画も表示されま
せん。

• ストロークを再生する間隔、全ページ再生／
選択ページのみ再生、連続再生する／しない
の設定は、［設定］メニューの［再生 ...］で
行うことができます。全ページ再生／選択
ページのみの再生、連続再生する／しないの
設定は、［ページ／再生］メニューの［再生
方法］から直接設定することもできます。

お知らせ
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■ IPB ドキュメントの手書き文字を認識
する

[A] 手書きの文字を認識する

1［編集］メニューの［手書き文字認識 ...］
をクリックする。
• 「手書き文字認識」画面が表示されます。

2 認識の範囲を選択し、［OK］をクリック
する。
• 現在ページあるいは全ページにある手書きの
文字が認識され、テキストエディタに認識結
果のテキストが出力されます。

•現在のページ :
選択しているページの描画がテキストに変換
されます。

•全ページ :
全ページの描画がテキストに変換されます。
ページを移動するとそのページの認識結果を
表示できます。

• ［既存のテキストをクリアする］をクリック
すると、既存のテキストをクリアした後に認
識結果のテキストが出力されます。

• 手書き文字を認識できるのは、英語のみです。
• ［マーカー／イレーサー］ツールバーで、

（矢印）をクリックし、ページの認識さ
せたい部分をマウスでドラッグして （手書
き文字認識）メニューをクリックすると、ダ
イアログを表示せずに選択範囲にある手書き
の文字が認識されます。

お知らせ
• 認識されたテキストの先頭あるいは内部にテ
キストカーソルを合わせると、その認識元と
なった自由線の最小矩形が点線で表示されま
す。

• ［マーカー／イレーサー］ツールバーで、
（矢印）をクリックし、ページの認識さ

せた自由線をクリックすると、自由線の最小
矩形が点線で表示され、認識結果のテキスト
が範囲選択状態になります。

• 認識結果のテキストを切り取りあるいは削除
すると、自由線との関連付けは解除されま
す。

• 全ページを認識する操作については、［編集］
メニューの［元に戻す］で元に戻すことはで
きません。

[B] スペルミスの可能性があるテキストを他
の候補と入れ替える

1 テキストエディタのウィンドウ内をク
リックする。

2 スペルミスの可能性があるテキストの上
で右クリックする。
• ポップアップメニューにテキストの代替候補
が表示されます。

3 メニューの代替候補の中からテキストを
選択する。
• テキストが、選択したメニューのテキストと
入れ替わります。

• スペルミスの可能性があるテキストの波線の
表示／非表示の設定は、［設定］メニューの
［スペルチェック ...］で行うことができます。
（☞ 79 ページ）
• 代替候補は最大5 個まで表示されます。
• 代替候補が存在しない場合、メニューには表
示されません。

• 代替候補が表示されるのは、手書き文字認識
によって出力されたテキストのみです。

お知らせ
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[C] 操作を元に戻す

1 テキストエディタのウィンドウ内をク
リックする。

2［編集］メニューの［元に戻す］をクリッ
クする。

• 元に戻した操作をもう 1 度やり直すには、
［編集］メニューの［やり直し］をクリック
します。

• ［元に戻す］／［やり直し］は100 回まで
行うことができますが、別のページを選択し
た場合はリセットされます。

[D] テキストをコピーする

1 テキストエディタのウィンドウ内をク
リックする。

2 対象のテキストをドラッグし、範囲指定
する。

3［編集］メニューの［コピー］をクリック
する。
• テキストがクリップボードにコピーされます。
• ［編集］メニューの［切り取り］をクリック
すると、範囲指定したテキストを切り取って
クリップボードにコピーすることができま
す。

• クリップボードにコピーされたテキストは他
のアプリケーションに貼り付けることができ
ます。

お知らせ
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[E] 全ページのテキストをクリップボードに
コピーする

1 テキストエディタのウィンドウ内をク
リックする。

2［編集］メニューの［全ページをコピー］
をクリックする。
• 全ページのテキストがクリップボードにコ
ピーされます。

• クリップボードにコピーされたテキストは他
のアプリケーションに貼り付けることができ
ます。

[F] テキストを貼り付ける

1 テキストエディタのウィンドウ内をク
リックする。

2 テキストを挿入したい位置にテキスト
カーソルを合わせる。

3［編集］メニューの［貼り付け］をクリッ
クする。
• 挿入位置に、クリップボードにあるテキスト
が挿入されます。

[G] テキストを削除する

1 テキストエディタのウィンドウ内をク
リックする。

2 対象のテキストを範囲指定する。

3［編集］メニューの［削除］をクリックす
る。
• テキストが削除されます。

• 削除されたテキストはクリップボードにはコ
ピーされません。

• 認識結果のテキストを削除した場合は、認識
元の自由線との関連付けは解除されます。

お知らせ

お知らせ
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[H] ページのすべてのテキストを選択する

1 テキストエディタのウィンドウ内をク
リックする。

2［編集］メニューの［すべてを選択］をク
リックする。
• 現在ページのすべてのテキストが選択状態と
なります。

• 選択状態を解除するには、テキストエディタ
のウィンドウ内をクリックします。

お知らせ
■ IPB ドキュメントを印刷する

[A] 印刷する前に IPB ドキュメントの印刷イ
メージを確認する

1［ファイル］メニューの［印刷プレ
ビュー］をクリックする。
• 印刷プレビューの画面に切り替わります。

2 印刷プレビューを終了して、表示モード
を元に戻すには、［閉じる］をクリックす
る。

• ファイルを印刷したときのイメージで表示す
る画面表示モードを印刷プレビューといいま
す。印刷プレビューでは、複数ページの印刷
イメージを画面表示できます。また、画面に
表示されるページサイズの拡大、縮小なども
行うことができます。

[B] 表示中の IPBドキュメントを印刷する

1［ファイル］メニューの［印刷 ...］をク
リックする。
• 「印刷」画面が表示されます。

2［プリンタ］、［印刷範囲］、［印刷部数］を
設定する。

3［OK］をクリックする。
• 「印刷中」画面が表示されます。
• 印刷を中止するには、「印刷中」画面の
［キャンセル］をクリックします。

お知らせ
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■設定

[A] 会議の情報を設定する

IPB ドキュメントに記録された会議の情報を設定し
ます。設定できる情報には、記録された会議のタイト
ル、件名とその説明、参加者、連絡先情報などがあり
ます。
会議の情報を設定しておけば、IPB ドキュメントを
HTML ファイルにエクスポートする際に、ページの
イメージと共に出力することができます。

1［設定］メニューの［情報 ...］をクリック
する。
• 「情報」画面が表示されます。

2 次のうち必要な情報を入力し、［OK］を
クリックする。

• 概要：
ここには、記録されている会議の概要を入力
します。
- タイトル /参加者 /会社名 /マネージャー
/件名 /説明： 
会議の個々の項目を入力します。
- 作成日時： 
IPB ドキュメントを作成した日付と時間が、
自動で表示されます。
- 更新日時： 
IPB ドキュメントの最終更新日付と時間が、
自動で表示されます。
6

• 連絡先：
ここには、会議の内容を問い合わせるときの
連絡先を入力します。
- 名前： 
連絡先の担当者の名前を入力します。
- 電子メールアドレス： 
連絡先の担当者の電子メールアドレスを入
力します。
- ホームページ： 
連絡先の担当者のWeb ホームページを入
力します。

[B] IPBドキュメントを再生するときの再生方
法を設定する

1［設定］メニューの［再生 ...］をクリック
する。
• 「再生間隔設定」画面が表示されます。

2 ストロークを再生する間隔を、［再生間
隔］ボックスに入力する。
• スクロールバーの左右の矢印をクリックする
か、スクロールバーを左右にドラッグして、
希望の間隔を設定することもできます。

• 選択ページのみ再生：
- チェックマークがない場合：
先頭ページから最後のページまで再生され
ます。
- チェックマークがある場合：
表示されているページのみ再生されます。

• 連続再生：
- チェックマークがない場合：
［選択ページのみ再生］で選択した設定を使
用し、1回だけ再生されます。
- チェックマークがある場合：
［選択ページのみ再生］で選択した設定を使
用し、連続して再生されます。
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• 再生の間隔は0～ 2 秒（0～ 2000 ミリ秒）
の範囲で 1 ミリ秒単位で設定できます。

• ［選択ページのみ再生］、［連続再生］は、
［ページ／再生］メニューの［再生方法］か
らも設定できます。

[C] マーカーの幅、色またはイレーサーの大き
さを設定する

ビューウィンドウまたはホワイトボードウィンドウで
使用するマーカーの幅と色またはイレーサーの大きさ
を変更します。
マーカーの幅と色は４種類のマーカーごとに変更でき
ます。

1［設定］メニューの［マーカー／イレー
サー ...］をクリックする。
• 「マーカー／イレーサー設定」画面が表示さ
れます。

2 マーカーの幅や色、イレーサーのサイズ
を変更する

•すべて同じ幅：
チェックすると、すべての色のマーカーの幅
を黒マーカーと同じ幅にすることができます。

•黒／赤／青／緑：
マーカーの幅（ビューウィンドウ :1～ 30 
ドット／ホワイトボードウィンドウ : 0.1 ～
25.4 mm）や色を設定することができます。

お知らせ
 幅を変更するには、
- マーカーの右側の（マーカー幅）に幅を入
力する
- スクロールバーの左右の矢印をクリックする
- スクロールバーを左右にドラッグして、希
望の幅を設定する

マーカーの色を変更するには、
色を変更するマーカーの右側の（マーカー
色）をクリックする。「色の設定」画面が表
示されるので、基本色の中から変更したい色
をクリックし、［OK］をクリックする。

•透過：
透過をチェックすると、下地が透けて線が描
画されます。

•イレーサー半径：
イレーサーの半径を ( ビューウィンドウ : １
～ 60ドット／ホワイトボードウィンドウ : 
0.1 ～ 50.8 mm) 設定できます。

イレーサーの大きさを変更するには、
-（イレーサー半径）に大きさを入力する
- スクロールバーの左右の矢印をクリックする
- スクロールバーを左右にドラッグして、希
望の幅を設定する。

3［OK］をクリックする。
• それまでに描画した自由線にも新たな設定を
適用するかどうかの設定の適用範囲画面が表
示されます。

4［すべての描画］か［これ以降の描画］を
クリックする
•［すべての描画］：
これまでに描画した線も新しい設定で描画し
直されます。

•［これ以降の描画］：
これ以降に描画した線に対してのみ新しい設
定が反映されます。
77
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• マーカーの幅とイレーサーの大きさの単位
は、ビューウィンドウではドット、ホワイト
ボードではミリまたはインチとなります。

• マーカーの色を変更すると、マーカー／イ
レーサーツールバーのマーカーボタンの右下
に設定した色が表示されますが、マーカー
カーソルの色は変わりません。

• マーカーを透過に設定すると、下地が透けて
線が描画されます。下地が濃い色の場合は、
線が見えにくくなりますので、［透過］は
チェックしないでください。また、他の色の
線と交わると黒くなります。

• これらの設定は、変更されるまで有効となり
ます。

[D] エクスポートおよびドラッグ&ドロップの
イメージを設定する

IPB ドキュメントのページをイメージファイルにエ
クスポートするときのサイズを指定します。
また、ページの選択範囲をドラッグ&ドロップで他
のアプリケーションにデータをコピーするときに作成
するファイルの形式を設定します。

1［設定］メニューの［エクスポートイメー
ジ ...］をクリックする。
• 「エクスポートイメージ設定」画面が表示さ
れます。

2 以下を設定する。

［エクスポートイメージファイル］グループ
- イメージサイズ： 
エクスポートイメージとして保存するとき
の幅と高さを設定する。ページの縦横比を

お知らせ
8

同じにする場合は、［縦横比を固定にする］
をチェックする。
- JPEG： 
JPEG ファイルにエクスポートする場合の
品質レベルを設定する。
- TIFF： 
TIFF ファイルにエクスポートする場合に圧
縮するには、［圧縮（PACKBITS）］を
チェックする。

［ファイルのドラッグ&ドロップ］グループ
ドラッグ&ドロップで他のアプリケーション
にデータをコピーするときに作成するファイル
の形式を設定します。
下記のファイル形式を選択することができます。
ビットマップファイル（＊ .bmp）
JPEG ファイル（＊ .jpg）
TIFF ファイル（＊ .tif）
- JPEG ファイルを選択した場合は、品質レ
ベルを設定できます。
- TIFF ファイルを選択した場合に圧縮するに
は、［圧縮（PACKBITS）］をチェックしま
す。

3［OK］をクリックする。

• エクスポートイメージサイズのデフォルト
は、幅が 800 ドット、［縦横比を固定にす
る］チェックボックスがオンとなっていま
す。高さはインタラクティブパナボードのス
クリーンサイズおよびプロジェクターで投影
したコンピューターの画面解像度によって異
なります。

お知らせ



ビューウィンドウ／ホワイトボードウィンドウ

使

う

UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  79 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
[E] 作業フォルダおよびリカバリーファイル
を設定する

IPB ドキュメントを保存するときの作業フォルダを
設定します。
また、リカバリーファイルを作成するように設定して
おけば、停電やその他の事故が起こったときに、前回
保存した IPB ドキュメントを修復することができま
す。

1［設定］メニューの［ファイル ...］をク
リックする。
• 「ファイル設定」画面が表示されます。

2 以下を設定する。

•保存デフォルトフォルダ： 
IPB ドキュメントを保存するときの作業フォ
ルダを設定します。

•リカバリーファイルを作成する： 
リカバリーファイルを作成する場合は、
チェックします。
- リカバリーファイルフォルダ： 
リカバリーファイルをオリジナルのファイ
ルと同じフォルダに保存する場合は、［オリ
ジナルファイルと同じフォルダ］をチェッ
クします。また、別のフォルダに保存する
場合は、ディレクトリを設定します。
- n 分ごとに自動保存する： 
リカバリーファイルを自動保存する間隔を
設定します。

3［OK］をクリックする。
[F] 手書き文字認識のスペルチェックを設定
する

手書き文字認識のスペルチェックに関する設定を行い
ます。

1［設定］メニューの［スペルチェック ...］
をクリックする。
• 「スペルチェックの設定」画面が表示されま
す。

2 スペルミスの可能性があるテキストを波
線で表示する場合、チェックボックスを
チェックする。

3［OK］をクリックする。

• スペルチェックの対象となるのは、手書き文
字認識によって出力されたテキストのみで
す。

お知らせ
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[G] オプションを設定する

タイトルバーへのファイル名表示方法や表示単位系を
設定します。また、ホワイトボードウィンドウ使用し
ている場合のインタラクティブパナボードのキー操作
を設定します。

1［設定］メニューの［オプション ...］をク
リックする。
• 「オプション」画面が表示されます。

2 オプション項目を設定する。

•タイトルバーにフルパスを表示する：
ビューウィンドウまたはホワイトボードウィ
ンドウのタイトルバーに、現在開いている
IPBドキュメントのファイル名のフルパスを
表示する場合は、チェックします。オフの場
合は、ファイル名のみが表示されます。

•単位系： 
ホワイトボードウィンドウの表示単位系を設
定します。

•正転送りキーが押されたとき、新規ページを
追加する：
インタラクティブパナボードの （正転送
り）キーを押したとき、ホワイトボードモー
ドの IPBドキュメントに新規ページが追加さ
れます。

•正転送りキーが押されたとき、最終の 2ペー
ジ間を交互に移動する：
ホワイトボードモードで、インタラクティブ
パナボードの （正転送り）キーを押した
とき、スクリーンの動きと連動して IPBド
キュメントの対応するページが選択されま
す。
また、 （複写）キーを押すと IPB ドキュ
0

メントの選択ページがコピー（バックアッ
プ）されます。
- コピーページ作成後、編集ページを新規
ページにする：
チェックマークがある場合（初期設定）：
複写キーを押したとき IPBドキュメントの
選択ページがコピーされ、選択ページは自動
的に新規ページ（空白ページ）になります。
チェックマークがない場合：
複写キーを押したとき、IPBドキュメントの
選択ページがコピーされ選択ページはそのま
ま残ります。
- 複写キーが押されても、プリンターからコ
ピーを出力しない :
チェックマークがある場合：
（複写）キーを押したとき、IPB ドキュ

メントの選択ページはプリントされません。
チェックマークがない場合（初期設定）：
（複写）キーを押したとき、IPB ドキュ

メントの選択ページがプリントされます。
- 連動しない :
インタラクティブパナボードの （正転
送り）キーを押しても、IPBドキュメント
に影響はありません。

3［OK］をクリックする。

• プロジェクターモードのビューウィンドウ
は、コンピューターの画面がインタラクティ
ブパナボードのスクリーン上に投影されてい
るため、表示単位系はドットとなり、切り替
えできません。

• 表示単位系のミリ／インチは、ホワイトボー
ドウィンドウのステータスバー上のページサ
イズ、ペンの幅、イレーサーの大きさを表す
単位として使用されます。

お知らせ
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ボードイメージキャプチャー／Quick Image 
Navigator ／ Panasonic-DMSを使用する
使

う

ホワイトボードに書いた文字や図形を簡単にコン
ピューターに読み取り、PDFファイルに保存するこ
とができます。

1 Windows の［スタート］をクリックし、
［プログラム］ｰ［Panasonic］ｰ［ボー
ドイメージキャプチャー］ｰ［ボードイ
メージキャプチャー］をクリックする。
（Windows XP / Windows Vista / 
Windows 7 では［プログラム］ではな
く、［すべてのプログラム］になります。）

 

• 電子黒板操作パネルが表示されない場合は、
USBケーブルの接続、電子黒板の状態を確
認してください。

2 電子黒板操作パネルの （読取）ボタ
ンまたは （2画面読取）ボタンをク
リックする。
• 読み取りが終了すると、ファイル保存ダイアロ
グボックスが表示されます。

ボードイメージキャプチャーで
読み取る

お知らせ
3 保存するフォルダーとファイル名を設定
し、［OK］ボタンをクリックする。
• 「アプリケーション起動」をチェックすると、
ファイルを保存した後、読み取った画像を表示
します。
画像を表示するためには、お使いのコンピュー
ターにAdobe Reader またはAcrobat 
Reader がインストールされている必要があり
ます。

• 保存先フォルダーには、最近使用したフォル
ダーが最大5つまで表示されます。

4 電子黒板操作パネルの［閉じる］をク
リックすると、電子黒板操作パネルが閉
じます。

• Quick Image Navigator または 
Panasonic-DMSを使用して電子黒板操作
パネルを表示している場合、ボードイメージ
キャプチャーを起動できません。電子黒板操
作パネルを閉じた後、再度ボードイメージ
キャプチャーを起動してください。

お知らせ

お知らせ
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Quick Image Navigator または Panasonic-
DMSを使用し、電子黒板に書かれた内容をコン
ピューターに読み取ることができます。

1 Windows の［スタート］をクリックし、
［プログラム］ｰ［Panasonic］ｰ
［Panasonic Document 
Management System］ｰ［Quick 
Image Navigator］（Quick Image 
Navigator の場合）または
［Document Manager］（Panasonic-
DMS の場合）をクリック
する。
（Windows XP / Windows Vista / 
Windows 7 では［プログラム］ではな
く、［すべてのプログラム］になります。）

2 Quick Image Navigator の場合： 
［ファイル］メニューから [ 環境設定 ] を
クリックし、[TWAIN]タブをクリック
後、［TWAIN 対応機器の選択］をクリッ
クする。
Panasonic-DMS の場合： 
［ファイル］メニューから［TWAIN 対応
機器の選択］をクリックする。

3［Panaboard UB-8 USB TWAIN 
Driver］を選択し、［選択］をクリック
する。

4 Quick Image Navigator の場合：　
［ファイル］メニューから［イメージの取
り込み］ｰ［インポートフォルダへ］また
は［カレントフォルダへ］をクリックす
る。または、ツールバーの（スキャナ）
アイコンをクリックする。
Panasonic-DMS の場合：
［ファイル］メニューから［TWAIN 対応
機器からの入力］をクリックする。また

Quick Image Navigator ／
Panasonic-DMSで読み取る
2

は、ツールバーの（スキャナ）アイコン
をクリックする。

• 電子黒板操作パネルが表示されます。

• インタラクティブソフトを起動している場
合、電子黒板操作パネルは表示されません。
インタラクティブソフトを閉じた後、再度電
子黒板操作パネルを起動してください。

• 電子黒板操作パネルが表示されない場合は、
USBケーブルの接続、電子黒板の状態を確
認してください。

5 電子黒板操作パネルの （読取）ボタ
ンまたは （2画面読取）ボタンをク
リックする。

• 電子黒板の読み取りが開始され、読み取りが
終了すると読み取られた画像がコンピュー
ターの画面に表示されます。

• 電子黒板本体のコントロールパネルの複写
キーまたは2画面複写キーでも読み取りを開
始することができます。

6 電子黒板操作パネルの［閉じる］をク
リックすると、電子黒板操作パネルが消
え、電子黒板の読み取りが終了します。
• Quick Image Navigator の場合、読み取り
が終了すると電子黒板操作パネルは自動的に
閉じます。

• Quick Image Navigator の使用法について
は、Quick Image Navigator 取扱説明書を
ご覧ください。

• Document Manager の使用法については、
Panasonic-DMS 取扱説明書をご覧くださ
い。

お願い
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• 読み取りに支障がでることがありますので、読み
取り中は電子黒板操作パネルをマウスでドラッグ
したり、他のソフトウェアを動作させないでくだ
さい。

お願い
83
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以下の操作パネルで、電子黒板のコントロールパネル（☞ 16 ページ）と同じ操作を行うことができます。

• 「電子黒板操作パネル」が表示されている間、電子黒板本体のコントロールパネルの複写キーおよび2画
面複写キーは、コンピューターに画像を読み取るためのキーとなります。

電子黒板操作パネルについて

パネル なまえ はたらき

濃度／フィルム
残量表示

表示の状態で、読み取りまたは複写時の濃度や転写フィルムの交換時期
（目安）を知らせます。
消灯時： 濃度は標準です。
点灯時： 濃度は標準より濃くなります。
点滅時※：転写フィルムの交換時期が近づいています。

（点滅を始めると、残りの複写可能枚数は約 15枚です）
本機をお買い上げの販売店で、別売品（UG-6001）をお求め
ください。

※この点滅表示は、いったん電源を切ったり、プリンター部を開閉
すると消えてしまいます。（複写を行うと、再度点滅を始めます）

濃度切替ボタン
ボタンを押すごとに、読み取りまたは複写時の濃度を切り替えます。
（標準／濃い）

2画面読取
ボタン

スクリーンフィルム面の表側、裏側が1ページとしてコンピューターに
読み取られます。
（電子黒板本体のコントロールパネルの2画面複写キーでも読み取りを行
うことができます）

マルチコピー／
エラー表示

複写枚数（1～ 9）が表示されます。マルチコピー／中止ボタンを押す
ごとに、表示が変化します。
例： 1 →  2 →  … →  9 →  1 →  …

エラー発生時は、エラー状態を表す記号（☞ 92 ページ）が点滅します。

マルチコピー／
中止ボタン

複数枚複写する場合、マルチコピー／エラー表示に希望枚数が表示され
るまで数回押してください。また、複写を途中で止める場合に押してく
ださい。
複数枚複写中の枚数表示は、下の例のように一度0になって1に戻ります。
例： 5 →  4 →  3 →  2 →  1 →  0 →  1
（複写されるごとに、枚数がカウントダウンされます）
※読み取りの場合、1～ 9の複写枚数の設定は無視されます。

読取ボタン
スクリーンフィルム面がコンピューターに読み取られます。
（電子黒板本体のコントロールパネルの複写キーでも読み取りを行うこと
ができます）

正転送りボタン スクリーンフィルム面が右から左へ送られます。

2画面複写
ボタン

スクリーンフィルム面の表側、裏側が1枚に複写されます。

複写ボタン スクリーンフィルム面が複写されます。

お知らせ
4
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コンピューターでご使用のアプリケーションソフトウェアから、電子黒板のプリンターに印刷する場合には、アプ
リケーションソフトウェアの印刷メニューを選択して、表示される「印刷」画面でインストール時に指定したプリ
ンター名を選択し、印刷を行ってください。
Windows 98 / Windows Me の場合、標準のプリンター名は、「Panaboard-UB8 USB Printer (A4)」となっています。
Windows 2000 / Windows XP / Windows Vista / Windows 7 の場合、標準のプリンター名は、
「Panaboard-UB8 (A4)」となっています。

• 印刷中は、電子黒板のマルチコピー／エラー表示が点滅します。
印刷終了後、電子黒板のマルチコピー／エラー表示が点灯に変わるまで、電子黒板のキーは動作しません。

• 印刷部数は最大 9部です。
• 電子黒板の排紙口には、10枚まで記録紙をためることができます。
（10枚を超えると、紙づまりの原因になります）
• 濃度切替キーで印刷濃度を濃くすることはできません。

• 印刷の一時停止には対応しておりません。一時停止は行わないでください。
• 印刷が終了するまで電子黒板の電源を切ったり、USBケーブルを抜いたりしないでください。
（コンピューターの動作が不安定になることがあります）
• 黒い部分の多いデータを続けて印刷すると、濃度ムラ、白線抜けなどが出ることがあります。
その場合には、しばらく待って印刷してください。

• 印刷中に電子黒板に異常が発生すると、印刷ジョブが失われることがあります。
その場合には、再度印刷してください。

状態

電子黒板および TWAIN ドライバーの状態を表示します。

待機中： 電子黒板が待機状態であることを示します。
この状態では、電子黒板本体での操作または電子黒
板操作パネルからの電子黒板の操作ができます。

画面送り中： 電子黒板がフィルム面を送っていることを示します。

複写中： 電子黒板がフィルム面を複写していることを示します。

読み取り中： 電子黒板がフィルム面を読み取っていることを示します。

画像変換中： 読み取られた画像データを表示するために変換して
いることを示します。

処理中： 電子黒板が処理中であることを示します。

エラー： 電子黒板に異常が発生していることを示します。

バージョン情報
ボタン

TWAIN ドライバーのバージョン情報を表示します。

ヘルプボタン ヘルプを表示します。

閉じるボタン 電子黒板操作パネルを閉じます。

印刷の方法

パネル なまえ はたらき

お知らせ

お願い
85
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日常のお手入れ

本体および本体内部を清掃するときは、必ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い

てください。

水にぬらしてよくしぼった柔らかい布で、軽くふい
てください。

•落ちにくい汚れには、市販のホワイトボードクリーナーを
使用してください。
誤って油性マーカーで書いた場合、少量のエチルアルコー
ルでふき取ってください。この際は、換気をよくしてくだ
さい。

•シンナーやベンジン、研磨剤入りの洗剤などは使わないで
ください。（変色の原因になります）

•乾いた布でスクリーンフィルム面をふかないでください。
（静電気が発生する原因になります）

イレーサーの消去面が汚れたら、指で下層のシート
を押さえ、汚れたシート（白またはグレイのシート）
を矢印の方向に引いて 1枚はがしてください。

•白またはグレイのシートを1枚だけはがすように注意して
ください。

•イレーサーが薄くなったら、消すときにイレーサーの角が
スクリーンフィルム面に当たらないように注意してくだ
さい。（スクリーンフィルム面を傷つけることがあります）

•複写した用紙にしまや線が残る場合は、プリンターヘッド部およびプラテンローラーを清掃します。
•紙づまりが頻繁に発生する場合は、給紙ローラーを清掃します。

1 プリンター部開レバーを下げ、プリンター部を開
ける。

スクリーンフィルム面・本体部のお手入れ

イレーサー（黒板消し）のお手入れ

プリンターヘッド部・プラテンローラー・給紙ローラーのお手入れ

お願い

白またはグレイの
シート お願い

プリンター部

プリンター部
開レバー
6
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UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  87 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
2
綿棒の先にエチルアルコールを含ませて、プリン
ターヘッド部を軽くふく。

•プリンターヘッド部およびその周辺には、絶対に手を触れ
ないでください。（複写できなくなることがあります）

3
転写フィルムを両手で取り出したあと、プラテン
ローラーと給紙ローラーの汚れをていねいにふき
取る。

•転写フィルムの取り出しかたは、☞ 24ページ。
•柔らかい布に水で薄めた台所用洗剤（中性）を含ませて固
くしぼったあと、ローラーを回転させながら表面全体をふ
いてください。
汚れが取れないときは、エチルアルコールを含ませた布で
ふいてください。

4 転写フィルムを元の位置に取り付け、プリンター部
を閉める。

•転写フィルムの取り付けかたは、☞ 18ページ。
•プリンター部は「カチッ」と音がするまで、両手でしっか
りと閉めます。

•電源を入れたとき、マルチコピー／エラー表示に“ ”が
点滅している場合は、転写フィルムにたるみがあるか、正
しく取り付けられていません。
転写フィルムのたるみおよび取り付け具合を見直してくだ
さい。

•プリンター部が閉まっていないと正しく複写できませんので、
両方のラッチが掛かっていることをたしかめてください。

綿棒
プリンター
ヘッド部（金色）

プリンターヘッド部の清掃  

お願い

給紙ローラー
プラテンローラー

プラテンローラー・給紙ローラーの清掃

ラッチ

お願い
87
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UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  88 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
電子ペンまたは電子イレーサーの乾電池が消耗してくると、インタラクティブ機能を使用しているコンピューター
の画面に「電池の交換時期が近づいています」というメッセージが表示されます。新しい乾電池を準備して早めに
乾電池を交換してください。
乾電池交換は、古い乾電池を取り出し、電子ペンの場合は28 ページの「電子ペンの組み立て」の手順１、電子イ
レーサーの場合は29 ページの「電子イレーサーの組み立て」に従って新しい乾電池と交換してください。
乾電池が消耗した状態で使い続けますと、位置ずれや動作不良の原因となります。

●使えなくなった乾電池は、速やかに取り出し、地域で定められた方法に従って処理してください。

電子イレーサーのクロスが汚れて消去した跡が汚れる場合は、29 ページの「イレーサークロスの交換」に従って
新しいイレーサークロスと交換してください。

電子ペンまたは電子イレーサーの乾電池交換

電子イレーサーのイレーサークロス交換
8
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下表に従って処置してください。直らない場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

症　状 原　因　と　処　置
参照
ページ

電源スイッチを入れても
表示が点灯しない

電源プラグが確実に差し込まれているか確認する
（それでも点灯しないときは、電源をいったん切って、再度入れ直す）

–

複写した記録紙が出てこ
ない

記録紙や転写フィルムがなくなっている（エラー表示“ ” や“ ”が点滅）
記録紙を入れるまたは転写フィルムを交換する

20
24

プリンター部が開いている（エラー表示“ ”が点滅）
「カチッ」と音がするまで、しっかり閉める

19

給紙カバーが開いている
給紙カバーをしっかり閉める

21

記録紙がプリンター内部に詰まっている（エラー表示“ ”が点滅）
プリンター部を開け、詰まった用紙を取り除く

25

プラテンローラーや給紙ローラーが汚れている
プリンター部を開け、プラテンローラーと給紙ローラーの汚れをふき
取る

86

複写後の記録紙が
白い／薄い／かすれる

インタラクティブ用マーカー（小）で書かれている
マーカー（大）を使用する

–

スクリーンフィルム面への記入が細い、または薄い
太く、濃く書くか、新しいマーカーに取り替える

–

プリンター部が少し開いている
「カチッ」と音がするまで、しっかり閉める

19

記録紙にしまや線や印字
抜けが出る（記録紙が汚
れる）

プリンターヘッドやプラテンローラーが汚れている
プリンター部を開け、プリンターヘッドとプラテンローラーの汚れを
ふき取る

86

転写フィルムがたるんだまま取り付けられている
転写フィルムの使用済みの部分を巻きとってたるみをなくし、再度取
り付ける

24

黒や白の横線が出る、
またはページが印刷され
ない／黒く印刷される

本機に直射日光や強い光が当たっている
スクリーンの方向をかえるか光を遮る

–

複写キーや送りキーを押
してもスクリーンフィル
ム面が動かない

スクリーンフィルム面をふくときに、静電気が発生している
電源を切り、スクリーンフィルム面を手でゆっくりと動かす

–

濃度／フィルム残量表示
ランプが点滅している

転写フィルムの交換時期が近づいている
（点滅を始めると、残りの複写可能枚数は約 15枚です）

新しい転写フィルム（UG-6001）を用意する
94

USBドライバーやプリン
タードライバーが、イン
ストール後すぐに動作し
ない

電子黒板が「コントロールパネル」の「スキャナとカメラ」、「プリンタ」に
登録されていない

34 ページの「ドライバー／インタラクティブ ソフト／ボードイメー
ジ キャプチャー／Quick Image Navigator を削除するには」に
従ってソフトウェアをアンインストールし、31 ページの「ドライ
バー／インタラクティブ ソフト／ボードイメージ キャプチャーのイ
ンストール」に従って再度ソフトウェアをインストールする 

31
34
89
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UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  90 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
コンピューターが電子黒
板を認識しない

電子黒板が動作できる状態になっているか、またUSBケーブルが正しく接
続されているか確認する

–

電子黒板をUSBハブを通して接続している
USBハブを通して接続しない

–

通信ポートの設定が適切でない
38 ページの「通信ポートを設定する」にしたがって、通信ポートの
設定を変更する

38

ドライバーをインストー
ルし、USBケーブルを接
続した時、Panaboard 
UB-8 Driver Disk を要
求するメッセージが表示
される

必要なファイルがみつからない（Windows 98 の場合）
ファイルの場所を指定するボックスをクリックし、表示されたメ
ニューから下記のパスを選択する
"UB-8￥UsbDrv￥Win98-Me"

–

以前インストールしたソ
フトウェアがプログラム
メニューから削除された

既存の Panasonic-DMSを削除した後、新しいバージョンの Panasonic-
DMSをインストールした

下記の手順に従ってPanasonic-DMSをインストールし直す
1. インストールした新しいバージョンのPanasonic-DMSを削除す
る

2. 以前インストールしていた古いバージョンのPanasonic-DMSを
インストールする

3. 新しいバージョンのPanasonic-DMSを古いバージョンと同じ
フォルダーにインストールする

33-34Panasonic-DMSをイン
ストールしたらソフト
ウェアが使用できなく
なった

Panasonic-DMSを削除
しても、Panasonic 
Document 
Management System
がプログラムメニューか
ら削除されない

新しいバージョンの Panasonic-DMSをインストールする前に古いバー
ジョンがインストールされていた場合、古いバージョンは削除されない

コントロールパネルのアプリケーションの追加と削除から、古いバー
ジョンの Panasonic-DMSを削除する
（34 ページの「ドライバー／インタラクティブ ソフト／ボードイ
メージ キャプチャー／Quick Image Navigator を削除するには」
を参照し、Panaboard UB-8 ソフトウェアの代わりに Panasonic-
DMSを削除する）

34

インタラクティブ機能の
プロジェクターモードで
使用している場合に、電
子ペンの操作位置がずれ
る

プロジェクターの投影位置がずれた
再度キャリブレーションを行う

36

インタラクティブ機能を
使っているときに、筆記
したデータがインタラク
ティブパナボードのスク
リーン上やコンピュー
ターの画面上で欠けたり
位置ずれしたりする

•電子ペンを傾けて使用している
•直射日光やスポットライトなどの強い光が当たっている
•赤外線リモコンを電子ペン／電子イレーサーの位置検出部に向けて操作し
ている

•インタラクティブパナボードの側面近くに壁があるか、天井が近い
•インタラクティブパナボードの近くにエアコンの吹き出し口がある
•インタラクティブパナボードの位置検出部を手や物でふさいでいる
•電子ペンまたは電子イレーサーの信号発信部が手でおおわれている
•複数の電子ペンまたは電子イレーサーが同時に使用されている

上記原因を取り除く
上記以外で位置がずれる場合は、39 ページの「位置ずれを調整する」
にしたがって、位置調整を行ってください

–

0
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インタラクティブ機能の
場合に、コンピューター
の画面上に不要な線が表
示される

インタラクティブ機能を使用している間、インタラクティブパナボードの近
くで以下のことを行った
•電子ペンのインタラクティブ用マーカー（小）交換
•電子ペンのキャップの付け外し
•電子ペンのペン先を押す

上記の行為を行わない

–

インタラクティブ機能の
ホワイトボードモードの
場合に、電子ペンのマー
カーの色が正しく認識さ
れない

インタラクティブ用マーカー（小）が正しくセットされていない
ペンホルダーレバーをリリースの位置に回し、「ジー」と音がするま
でペン先を奥に押しつけながら、ペンホルダーレバーをロックの位置
に戻す

28

当社指定以外のマーカーがペンホルダーにセットされている
付属品または別売品のインタラクティブ用マーカー（小）をペンホル
ダーにセットする

–

「電池の交換時期が近づい
ています」というメッ
セージが、インタラク
ティブ機能を使用してい
るコンピューターの画面
に表示される

電子ペンまたは電子イレーサーの乾電池を、新しい乾電池に交換する
28
88

「設定をすべての描画に適
用することはできません
でした。ストロークの一
部が描画されませんでし
た。」というメッセージが
表示され、描画ツールの
イレーサー／マーカーボ
タンが選択できない

マーカー／イレーサーの設定変更を「すべての描画」に適用した時に透過／
不透過のマーカー切り替えが制限の10回を越えた

Windows Vista / Windows 7 の場合、透過するマーカーと透過し
ないマーカーの切り替え回数が10 回に制限されています
切り替え回数が制限内におさまるようにマーカー／イレーサー設定ダ
イアログで「透過」の設定を変更してください

46

「制限に達したので、スト
ロークが描画されませんで
した。」というメッセージ
が表示され、描画ツールの
イレーサー／マーカーボタ
ンが選択できない

やり直しを行った時に透過／不透過のマーカー切り替えが制限の10回を越
えた

Windows Vista / Windows 7 の場合、透過するマーカーと透過し
ないマーカーの切り替え回数が10 回に制限されています
切り替え回数が制限内におさまるようにマーカー／イレーサー設定ダ
イアログで「透過」の設定を変更してください

46

「透過する／しないの切り
替え回数が制限に達した
ので、マーカーを選択で
きません。」というメッ
セージが表示され、希望
のマーカーが選択できな
い

マーカーの選択 または、白背景／PowerPoint スライドショー／次へ／前
へを選択した時に透過／不透過のマーカー切り替えが制限の10回を越えた

Windows Vista / Windows 7 の場合、透過するマーカーと透過し
ないマーカーの切り替え回数が10 回に制限されています
切り替え回数が制限内におさまるようにマーカー／イレーサー設定ダ
イアログで「透過」の設定を変更してください

44
46
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マルチコピー／エラー表示に以下の記号が点滅します。

•そのほかの表示については、販売店にお問い合わせください。

こんな表示が出たら

表　示 原　因 処　置 参照
ページ

（エラー）
データが転送されない USBケーブルを確実に接続する 31

（スクリーン）
スクリーンフィルム面が動かない

電源を切り、スクリーンフィルム面
を手でゆっくりと動かす

–

（ドア）
プリンター部が確実に閉まっていない プリンター部を確実に閉める 19

（ジャム）
紙づまりが発生している

プリンター部を開け、詰まった用紙
を取り除く

25

（リボン）

転写フィルムがたるんでいる
または、転写フィルムがなくなっている／
取り付けられていない

転写フィルムのたるみを取り除く
または、転写フィルムを交換する／
取り付ける

18
24

（ペーパー）
記録紙がなくなっている 記録紙を補充する 20

（スキャナー）

スキャナーまたはスクリーンフィルムに直
射日光や強い光が当たっている

スクリーンの方向をかえるか光を
遮る

–

2
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仕様
困
っ
た
と
き

品　番 UB-8325

概要

電源 交流 100 V、50/60 Hz

消費電力：作動時 74 W

外形寸法：縦×横×幅（mm）
（スタンドなし）

1,388 × 1,550× 264 

質量：スタンドなし 34.0 kg

使用環境条件 インタラクティブ機能の場合
周囲温度：15℃～30℃、湿度：30%～ 80%
インタラクティブ機能以外の場合
周囲温度：10℃～35℃、湿度：30%～ 80%

保存環境条件 周囲温度：-20℃～ 60℃
湿度： 15%～80%

筆記具（指定品） マーカー（大）：黒・赤・青
インタラクティブ用マーカー（小）：黒・赤・青・緑

PCインターフェース Full Speed USB 2.0 *
* 本機は Hi-Speed USB 2.0 に対応していません。

入力部

ボード画面サイズ：縦×横（mm） 900× 1,400

画面数 2画面

画面送り方式 スクロール方式

複写可能範囲：縦×横（mm） 850× 1,330

読み取り方式 イメージセンサーアレイ方式

読み取り解像度：縦ｘ横 1.6 x 1.7 ドット／mm

出力部

記録方式 溶融型熱転写記録方式

記録密度 203 dpi（8ドット／mm）

記録用紙 普通紙・再生紙（60～ 90 g/m2）

記録紙サイズ（mm） A4判（縦 210×横297）

複写色 黒

濃度調整 標準／濃い　2段階切替　

2画面圧縮コピー あり

所要複写時間 約15秒／枚（1画面）

連続複写枚数 1～ 9枚

用紙切れ警報機能 あり
93
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•マーカー（大）とイレーサーは、インタラクティブ機能以外の場合に使用します。
•インタラクティブ用マーカー（小）はペンホルダーにセットして使用します。
電子ペン（インタラクティブ用マーカー（小）をセットしたペンホルダー）と電子イレーサーはインタラク
ティブ機能の場合に使用します。

•オプション機器や別売品・消耗品の購入は、電子黒板をお買い上げの販売店までご連絡ください。

インタラク
ティブ機能

投写／筆記可能画面サイズ：
縦ｘ横（mm）

プロジェクター機能：850× 1,330mm
スクリーンフィルム上端から50mmと両端から
35mmの範囲は位置を正常に検出できません

ホワイトボード機能：825× 1,330mm
スクリーンフィルム上端から50mmと下端から
25mmおよび両端から35mmの範囲は書き込みが
できません

※ 位置検出部から 100 mm以内は正常に検知できません

電子ペン／電子イレーサー用電源 LR03（単４形アルカリ乾電池）× 2

電子ペン／電子イレーサー
電池寿命

48 時間（25℃にて連続使用の場合）
※ パナソニック LR03 アルカリ乾電池を使用している
場合

オプション機器と別売品・消耗品

オプション
機器

スタンド： KX-BP065N
壁掛けキット： KX-B063N

別売品
消耗品

転写フィルム :
マーカー：

イレーサー：
マーカー（大）・イレーサー
セット：

UG-6001 （50 m 巻き 2本セット）
KX-B031N （黒 10本セット）
KX-B032N （赤 10本セット）
KX-B033N （青 10本セット）
KX-B042N （6個セット）
KX-B035N （マーカー黒・赤・青各1本、

イレーサー 1個）
インタラクティブパナボード用
ペンホルダー :
電子イレーサー :
インタラクティブ用マーカー（小）
セット :
イレーサークロス
（電子イレーサー用）:

KX-BP038N
KX-BP048N

KX-BP0385N（黒・赤・青・緑各１本）

KX-BP0481N（10 枚セット）
4



UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  95 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
保証とアフターサービス　 よくお読みください
困
っ
た
と
き

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確か
め、お買い上げの販売店からお受け取りくださ
い。よくお読みのあと、保存してください。

ただし、転写フィルム、マーカー、イレーサーは
消耗品ですので、保障期間内でも「有料」とさせ
て頂きます。

■補修用性能部品の保有期間
当社は、この電子黒板の補修用性能部品を、製造
打ち切り後5年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持
するために必要な部品です。

■修理を依頼されるとき
89ページの表に従ってご確認のあと、直らない
ときは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの
販売店またはサービス実施会社へご連絡くださ
い。

●保証期間中は
保証書の規定に従って、お買い上げの販売店ま
たはサービス実施会社が出張修理をさせていた
だきます。
お買い上げの販売店またはサービス実施会社に
ご依頼にならない場合には、保証書表面に記載
されています電話先へお問合せください。

保証期間： お買い上げ日から
本体6ヵ月間

修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へ
お申し付けください
●保証期間が過ぎているときは
お買い上げの販売店またはサービス実施会社へ
ご依頼ください。
修理すれば使用できる製品については、ご希望
により有料で修理させていただきます。
お買い上げの販売店またはサービス実施会社に
ご依頼にならない場合には、保証書表面に記載
されています電話先へお問合せください。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構
成されています。

 は、診断・故障個所の修理および部品
交換・調整・修理完了時の点検な
どの作業にかかる費用です。

 は、修理に使用した部品および補助材
料代です。

 は、お客様のご依頼により製品のある
場所へ技術者を派遣する場合の費
用です。

■アフターサービスなどについて、お
わかりにならないとき
お買い上げの販売店・サービス実施会社または保
証書表面に記載されています電話先へお問合せく
ださい。

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い

パナソニック株式会社およびその関係会社は、お
客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応
や修理、その確認などのために利用し、その記録
を残すことがあります。また、折り返し電話させ
ていただくときのため、ナンバー・ディスプレイ
を採用しています。なお、個人情報を適切に管理
し、修理業務などを委託する場合や正当な理由が
ある場合を除き、第三者に提供しません。お問い
合せは、ご相談された窓口にご連絡ください。

技術料

部品代

出張料

ご連絡いただきたい内容
•製品名 : 電子黒板
•品番 : UB-8325
•お買い上げ日 : 　年　月　日
•故障の内容 できるだけ具体的に
95
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工事説明（サービスマン専用）
体・スタンドの組み立ておよび壁掛け工事は、お買い上げの販売店にご依頼く

よび工事の前に、この「工事説明（サービスマン専用）」をよくお読みください
工
事
説
明

だ

。
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安全上のご注意

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように
説明しています。

■表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」 内容です｡ 

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」 内容です｡ 

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です｡ 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です｡ 

警告
注意

■作業（分解・取り付け・組み立て）時は
必ず電源プラグをコンセントから
抜く

感電の原因になります。

■指定部品を使用する

火災・感電・けがの原因になります。

■作業後は、安全点検をする

●取り外したネジ・部品などが元どおりになっ
ているか、配線が指定どおりになっているか、
また作業場所周辺で劣化させたところがない
か、などを点検してください。

■注意事項を守る

●作業のとき特に注意を要する箇所については
キャビネット、シャーシ、部品などにラベル
や捺印で注意事項を表示しています。これら
の注意書きおよび取扱説明書などの注意事項
をお守りください。

電源プラグ
を抜く

警告
8
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■壁に掛けるときは、壁の強度が指定の
強度以上であることを確認する

壁の強度が下記の重さに耐えない
と、本体が落下してけがの原因にな
ることがあります。

UB-8325→ 1005 N（103 kgf）以上

■モルタル壁には取り付けない

本体が万一漏電した場合、モルタル
壁内のメタルラスまたは、ワイヤラ
スと壁掛け金具の取付けネジの接触
により、発熱・発煙・発火の原因に
なることがあります。

■設置時または移動後は、キャスターを
ロックする

動いたり、倒れたりして、けがの原因になる
ことがあります。

■作業（分解・取付・組立）時は、手袋
を着用する

●金属端面によるけがや、通電作業時の感電を防
止するために必ず手袋を着用してください。

■サービスマン以外は設置しない

設置の不具合により、けがの原因に
なることがあります。

■壁掛け後は、本体を手前に引いて、壁
掛けネジが完全に壁掛け金具に引っ
掛かっていることを確認してくださ
い

壁掛け金具に完全に引っ掛かってい
ないと、本体が落下してけがの原因
になることがあります。

禁　止

キャスター
ロック
（下側を押す）

禁　止

注意
99
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本体の組み立て

■付属品の確認
次のものが付属されていますのでご確認ください。

Ｎｏ． 部品名 形状 員数 注意事項

電源コード
1

壁掛けテンプレート

1 壁掛け用
00
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■組み立て方

1 スタンド（オプション機器）／壁掛けキット（オプション機器）を組み立てる

●スタンド（オプション機器）を使用する場合 （☞ 107ページ )
●壁掛けキット（オプション機器）を使用する場合 （☞ 110ページ )

2 電子黒板本体を包装箱から取り出す

ジョイントを外し、本体を包装箱から取り出す。

•スクリーン部を取り出すときは、スクリーンフィルム面を持たず、側面の枠を持ってください。
（スクリーンフィルム面を持つと、傷つけることがあります）
•輸送用包装箱、緩衝材などの包装資材は、再包装時に必要ですので大切に保管してください。

電源コード
マーカー転写フィルム

取扱説明書、CD-ROM、
電子イレーサー用イレーサークロス

ジョイント

ジョイント

イレーサー

輸送用包装箱

輸送用包装箱

電子黒板

インタラクティブ用
マーカー

ペンホルダー（2個）

USBケーブル
電子イレーサー

乾電池（6個）

[アクセサリーボックスの中身]

お願い
101
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3 電子黒板を取付ける

スタンド（オプション）を使用する方法
と壁掛けキット（オプション）を使用す
る方法があります。

●スタンド（オプション）を使用する

1. スタンドに電子黒板の蝶ネジをひっかけ
る。

2. スタンドに付属の蝶ネジ
[M5 x 12ｍｍ（２本）] を使用し、金
具に固定する。
02
●壁掛けキット（オプション）を使用する

1. 壁掛け金具に電子黒板の蝶ネジをひっか
ける。

2. 壁掛けキットに付属の蝶ネジ
[M5 x 12ｍｍ（２本）] を使用し、壁
掛け金具に固定する。

•本体を壁に掛ける際は、当てたり、衝撃を与
えないでください。

•本体を壁に掛けたあと、本体にゆっくりと重
さをかけて、壁が重量に耐えることを確認
してください。

お願い
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4 電源コードを取付ける

1. 付属の電源コードを、プリンター部の電
源用コネクターにしっかりと差し込む。

2. 電源コードを中央と左または右のケーブ
ルホルダーにはさみ込む。

•左に配線する場合

•右に配線する場合
5 スクリーンフィルム面をふく

水にぬらしてよくしぼった柔らかい布
で、スクリーンフィルム面を軽くふく。

•シンナーやベンジン、研磨剤入りの洗剤など
は使わないでください。
（変色の原因になります）
•乾いた布でスクリーンフィルム面をふかな
いでください。
（静電気が発生する原因になります）

6 動作確認を行う

☞ 104ページ「本体の動作確認」

お願い
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UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  104 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
本体の動作確認

本体を組み立てたあと、下記の手順で本体が正しく動作しているかどうかを確認します。

手順
確認項目

動作 処置
1 電源スイッチを入れる “ ” が点灯後“ ” が点滅 （正常動作）

（上記動作以外） 電源コードを確認
（103ページ手順「4」）

2 プリンター部を開けて付属の転写フィルム
を取り付け、プリンター部を閉める
転写フィルムの取り付けかた
（☞ 18 ～ 19ページ）

“ ” が点滅 （正常動作）

（上記動作以外） 転写フィルムの取り付け
を確認

3 給紙カバーを開けて付属のA4テスト用普通
紙をセットし、給紙カバーを閉める
記録紙のセットのしかた
（☞ 20 ～ 21ページ）

“ ” が点灯 （正常動作）

（上記動作以外） 記録紙を確認

4 プリンター部を開ける “ ” が点滅 （正常動作）

（上記動作以外） 販売店に問い合わせる

5 プリンター部を閉める “ ” が点灯 （正常動作）

（上記動作以外） 販売店に問い合わせる

6 を押す スクリーンが送られる （正常動作）

スクリーンがスムーズに送
られない

販売店に問い合わせる

異音が発生する

7 付属のマーカーで、スクリーンフィルム面

の複写可能範囲いっぱいに を書く

• 複写可能範囲（☞11 ページ）

を 2回押す

を押す

“ ” が点灯し、3枚複写さ
れる

（正常動作）

3枚複写されない 販売店に問い合わせる

複写可能範囲が印刷されない

複写時に異音・紙づまりが
発生する

記録紙の重送が発生する

8 で、スクリーンフィルム面を移動

させ、マーカーで文字などを適当に書く
を 1回押す

を押す

濃度表示ランプが点灯し、
複写される

（正常動作）

濃度表示ランプが点灯しない 販売店に問い合わせる

正しく複写されない

複写した用紙に汚れ（しま
や線など）がある

9 を1回押す 濃度表示ランプが消灯する （正常動作）

濃度表示ランプが消灯しない 販売店に問い合わせる

10 を押す ２画面が複写される （正常動作）

（上記動作以外） 販売店に問い合わせる
04
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■インタラクティブ機能の動作確認

1 31 ページの「ドライバー／インタラクティブ ソフト／ボードイメージ キャプチャーのイン
ストール」に従って、コンピューターにソフトウェアをインストールし、付属の USB ケーブ
ルを接続する

2 インタラクティブ機能が正常に動作するかを確認する

•電子ペンの位置がずれている場合は、39 ページの「位置ずれを調整する」 に従って位置調整を行ってくだ
さい。
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再包装

本体を再包装するには、本体の組み立て手順２～４（☞ 101 ～ 103 ページ）を逆に行い、輸送用包装箱をジョイ
ントで留めます。

•スクリーン部を取り扱うときは、スクリーンフィルム面を持たず、側面の枠を持ってください。
（スクリーンフィルム面を持つと、傷つけることがあります）

電源コード
マーカー転写フィルム

取扱説明書、CD-ROM、
電子イレーサー用イレーサークロス

ジョイント

ジョイント

イレーサー

輸送用包装箱

輸送用包装箱

電子黒板

インタラクティブ用
マーカー

ペンホルダー（2個）

USBケーブル
電子イレーサー

乾電池（6個）

[アクセサリーボックスの中身]

お願い
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スタンド（オプション機器）の組み立て
工
事
説
明

■付属品の確認
オプション機器のスタンド（KX-BP065N）には次のものが付属されていますので、ご確認ください。

*1 付属のレンチはボルト（ ）を締めつけるときや緩めるときに必要ですので、大切に保管しておいてください。

番号 部品名 形状 員数 番号 部品名 形状 員数

ベース 2
スタンド

取付金具（左）
2

支柱 2
スタンド

取付金具（右）
2

カバー 2 蝶ネジ
M5 x 12 mm

6

サイドバー 
( 上 )

2 プレート 2

サイドバー 
( 下 )

1 レンチ
             *1

1

ボルト
M8 x 45 mm

12

キャスターロック
（下側を押す）

ロック解除

注意
■設置時または移動後は、キャスターをロックする

動いたり、倒れたりして、けがの原因になることがあります。
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■組み立て方

1 スタンドを組み立てる

1. 支柱（ ）にカバー（ ）を差し込む

2. スタンドを組み立てる

•ネジ（ *1）を締め過ぎないでください。（パイプが変形することがあります）

穴のある方を前にして
組立てる。

ロック機構付
キャスター
(背面)

1

1

ロック機構付
キャスター
(背面)

お願い
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2 スタンド取付金具（ 、 ）を蝶ネジ（4本）で取り付ける

3 電子黒板本体を組立てる
☞ 102 ページの手順3
109



1

UB-8325_PJQFC0028XA-F_1117.book  110 ページ  ２０１０年３月２日　火曜日　午後３時４５分
壁掛け（オプション機器）工事

■壁掛けの確認
壁掛けキットを取り付けるときは、事前にビルの経営者や管理技師あるいは設計者に相談し、壁の構造が本機の
取り付けに適しているかをご確認ください。安全のため、取り付ける壁の種類および取付けネジ（市販品）の選
定と工事方法を充分にご相談の上で、取り付けを行ってください。（☞ 113～ 115 ページ）

I. 必要な道具（これらの道具は製品には含まれておりません）

ドリル（そのドリルに合った刃）
ドライバー（プラスとマイナスの両方が必要です）
メジャー
セロハン粘着テープ
水準器

II. 事前に確認すること

1. 取り付ける壁が充分な強度のものであるか。
[UB-8325：1005 N（103 kgf）]

2. 取り付ける場所には充分な広さが確保されているか。
［UB-8325：高さ 1,516 mm×幅1,550 mm］ 

3. 電源コンセントの位置は電子黒板から 3 m以内の場所にあるか。また、電子黒板の裏側にならないか。

■モルタル壁には取り付けない
本体が万一漏電した場合、モルタル壁内のメタルラスまたは、ワイヤラスと壁掛け金具
の取付けネジの接触により、発熱・発煙・発火の原因になることがあります。

■壁に掛けるときは、壁の強度が指定の強度以上であることを確認する
壁の強度が下記の重さに耐えないと、本体が落下してけがの原因になることがあります。

UB-8325 → 1005 N（103 kgf）以上

■壁掛け後は、本体を手前に引いて、壁掛けネジが完全に壁掛け金具に引っ掛
かっていることを確認する

壁掛け金具に完全に引っ掛かっていないと、本体が落下してけがの原因になることがあ
ります。

禁 止

注意
10
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■付属品の確認
オプション機器の壁掛けキット（KX-BO63N）には、次のものが付属されていますので、ご確認ください。

●壁掛け金具の取付ネジ（8個）は付属されていません。壁材に適したネジ（市販品）を購入し
てください。（☞ 113 ページ）

* 他のモデルで使用します。

番号 品名 形状 員数

壁掛け金具（左側用） 2

壁掛け金具（右側用） 2

蝶ネジ
( 本体を取り付ける際
に使用します） M5 x 12 ｍｍ

2

ネジ
（使用しません *）

M4 x 16 mm

4

壁掛けテンプレート
（使用しません *）

UB-8325 本体に付属のテンプレート
をご使用ください。

1
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■壁掛け金具の取り付け

1 取り付ける壁が充分な強度のものか確認する
UB-8325 → 1005 N（103 kgf）以上

2 電子黒板を取り付ける壁に、壁掛けテンプレートを水平に貼る

• UB-8325本体に付属のテンプレートを使用してください。

3 1) 壁に壁掛け金具用の穴を8箇所あける
• 壁掛け金具の穴の直径は7ｍｍです。

2) 壁掛けテンプレートを外し、ネジ8本（市販品）で壁掛け金具を取り付ける
• 壁掛け金具1個に対し、2本のネジを使用します。

※取付ネジ（8個）は付属されていません。壁材に適したネジ（市販品）を購入してください。
※壁掛け金具のもっとも上の穴を床から1675ｍｍの高さにすると、スタンド（オプション機器）の高さ
（床からスクリーンのトップまで 1880ｍｍ）と同じになります。

• 壁の穴あけ、および壁掛け金具の取り付けは、「壁の種類と工事方法」（☞ 113 ページ ) にしたがって行っ
てください。

4 電子黒板本体を組立てる
☞ 102 ページの手順3

お願い

900 mm

76
2

m
m

50
 m

m

70
 m

m
  

2

1 壁掛け金具
（左側用）

1 壁掛け金具
（左側用）

壁掛け金具
（右側用）壁掛け金具

取付けネジ※

壁掛け金具
取付けネジ※

壁掛けテンプレート
（UB-8325に付属）

450 mm

電子黒板本体の中心

（☞ 100 ページ）
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■壁の種類と工事方法

(1)コンクリート・ブロック壁
コンクリート壁には、コンクリート直接壁と、直接壁に接着剤でボードを貼付された壁およびモルタル処
理壁があります。
コンクリートの厚み（25 mm以上）を確認のうえ、コンクリート用ドリルで穴をあけて、AYプラグボル
ト（アンカーボルト）を打ち込んで、壁掛け金具を取り付けます。

●コンクリート・ブロック壁への取り付け方法

(2)石膏ボード・プラスターボード壁
この壁の材質は強度的にかなり弱く、ボードアンカーなどは直接取り付けることができません。
したがって、壁内部の下地への取り付け、および下地間に補強板を入れて壁掛け金具を取り付けます。
下地は、木造下地（胴縁）と銅製下地（スタッド）があります。
銅製下地の場合、補強板の取り付けはスクリューネジで行ってください。

●石膏ボード・プラスターボード壁施工方法

コンクリート壁

使用するAYプラグボルトの
全長の深さまでコンクリート用
ドリルで穴をあける。（8ヶ所）

AYプラグボルトの挿入。
（外径8φ以上を使用）

壁掛け金具に
ビスを通し、AYプラグボル
トへしっかり締め付けます。

RL

木ネジまたは 
スクリューネジ壁掛け金具

補強板（金属板）

石膏ボード

木造下地 ボードアンカー
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(3)木製壁（ベニア化粧合板）
木造壁は、木造下地（胴縁）にベニア合板などを貼られたものであり、合板が厚い場合はボードアンカー
で直接取り付けることができますが、合板が薄い場合は石膏ボードと同様の工法で取り付けます。いずれ
の場合も取り付ける壁の強度を確認して行ってください。

(4)アルミパーテーション壁
ワンフロアーを合理的に分割するための簡易間仕切りで、アルミ支柱間にパーテーション壁（薄い鉄板）を
取り付けたものです。鉄板または支柱へ壁掛け金具を直接取り付ける方法（ ）と、鉄板が薄い場合など
のように、支柱間に補強板を取り付け、補強板に壁掛け金具を取り付ける方法（ ）があります。

パーテーション壁断面構造（上面より）

●施工方法 （パーテーション壁または支柱へ直接取り付ける場合）

●施工方法 （補強板を使用する場合）

支柱

支柱間隔　900／1200 mm

支柱中仕切り材鉄板
86 mm

8.2 mm
86 mm

ボードアンカー使用 ポップナット使用

＜ポップナット取り付け方法＞
(1) 鉄板または支柱の厚みは0.6 mm以上
(2) 母材への穴あけ
(3) ポップナットの取り付け（専用工具使用）
(4) 壁掛け金具の取り付け

支柱 支柱

補強板スクリューネジ
壁掛け金具とビスナット
14
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(5)モルタル壁
モルタル壁には取り付けないでください。

■モルタル壁には取り付けない
本体が万一漏電した場合、モルタル壁内のメタルラスまたは、ワイヤラスと壁掛け金具
の取付けネジの接触により、発熱・発煙・発火の原因になることがあります。

禁 止

注意

（おしらせ）
･本書の内容は、改善のため予告なしに変更することがあります。
･本書の内容のすべて、または一部を無断転記することを禁じます。
･落丁、乱丁はお取り替えします。
･本機は日本国内用です。
国外での使用に対するサービスは致しかねます。
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便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。）

お買い上げ日 年 月 日 品番 UB-8325

販売店名
電話　（　　　　　　）　　　　　　－

〒153－8687 東京都目黒区下目黒二丁目３番８号　 電話（03）3491-9191
© Panasonic System Networks Co., Ltd. 2005

PJQFC0028WA-F  F1205E3030

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報

このシンボルマークは EU域内でのみ有効です。
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、または販売店で、正しい廃棄方法を
お問い合わせください
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